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3 . 市内遺跡発掘調査報告

1)跡部遺跡α010-269)の調査

( 1 ) 聞査地 ・ 春 日 町三丁 目 12- 1 の一部、 13-16の一部、 13-17 (第27図参照)

( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 2. 0X 2. 0m、 面積約 4. 0m 5 ヶ所(総面積約 20. 0 rrí) について、 現地表
σ. P. +9. 6�9. 7m) 下 2. 0m前後までを調査した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角補助点 20B
50 (調査地南西交差点 : T. P. +9. 577m) である。

【地層】 現地表下 O. 7m前後までは、 客士 ・ 盛士層 ( 0 層)。 以下現地表下 2. 0m前後までの 1. 3m聞に
おいて 10 層の基本層序を確認した。 1 層は旧作土層 σ.P. +9. Om) である。 2 � 4 層は近世以降の作
土層 と考え られる。 5 � 7層は 1 区で確認 した作土層である。 8層は 1 区で確認した土壌出層 (T. P. +8. 2 
m) である。 上面において S D 1 を検出した。 9 層は 2 � 5 区で確認 した河川堆積層 (T. P. +8. 6m以下)
である。 気恵器細片を含む。 10 層は 1 ・ 2 区で確認 した湿地位堆積層である。 古式士師器細片を含む。

【検出遺構】 1 区 8 層上面において、 南東一北西方向に伸びる溝 (S D 1 ) の南西肩を検出 した。 北東
肩が調査区外に広がるため全容は不明である。 検出規模は、 幅が 1. 5m以上、 深 さ は約 30四 である。 構
内からは、 土師器キ須酷器、 平瓦が出土 した。 遺物の帰属年代は概お奈良時代末~平安剛t初頭である。

【出土遺物】 S D 1 出土遺物 1 � 6 は士師器。 1 は口縁端部が内側に丸 く 肥厚 した杯で、 口 径は 14. 0
cmを測る。 ナデ調整後、 内面に 1 段暗文を施す。 2 は皿。 口 径は 16. 4 cmを測 り 、 ナデ調整で仕上げる。
3 は 口 径 14. 8 咽の意 調整は横ナデである。 4 ・ 5 は整。 4 は、 肩部外面に横ナデによ る段を形成する
個体で、 口 径は 26. 0 四を測る。 5 は 口 径 33. 6 咽と 大型の個体である。 6 1土鍋け醐u される。 口 径は 36. 5
四で、 肩部外面に横位ケズリ を指す。 7 ・ 8 は須融和壷である。 7 は 口縁端部を若干下方に拡張し平
坦面を形成する個体で、 口 径は 17. 6 cmを測るo 調整は回転ナデ。 B は断面台形の高台が付く 個体で底径
は 11. 0 岨である。 9 は平瓦 凹面には、 布 目 のl羽毛諮紐の痕跡を認める。 凸面は縄目 タ タ キである。 側
面 と 凹面租u縁は樹立ケズ リ 、 広端面 と 凸面広端縁は横ナデ、 凹面広端縁は横位ケズ リ を指す。

3 区 4層出土遺物 10昭氏恵勧l、壷の体部~底部である。 肩球形を 呈する体部の中位やや上に円形透
孔を 1 個穿つ。 調整は体部下位に回転へラケズリ が行われる以外は回転ナデである。 内面にl討察の よ う
な付着物を確認 した。

1 区西盈 2区酉盛 3里旦 4里里旦 .区酉盛
9.0m 0 /.， 0 0 0 0 

坦 昌三式L三聖子I三圭三三圭享三三重三三
川 r-Jé'言主主;' ==主て= 戸二正二二司 ト-----s一一斗 亡二孟二コ-10-- ) 8 D 1 マ.---

日 ⑧
o ( 1 :1曲 2 m

�ー』ーー
5D  1 ① 禍灰色勧主賓シル トーシルト

ø 禍灰色組組砂勾縮機混粘土質シル ト勾シルト

。 客土 ・ 盛土周
1 暗灰色粗粒砂町細磁器粘主賓シルト-シルト (1自作主周}
2 暗オリーブ灰色担駐砂m銅様混粘土質シル トωシル ト 【作土層)
a オ リ ーフ灰色組組砂ω細.lli粘土質シル トωシル ト {作土居)
4 灰オリ ブ色組組砂ー細噂混粘土質シルトーシルト {作土層)
5 灰賞褐色粘主質シル ト {作土周)
e 良質褐色粘土質シル ト {作土周1
7 褐色粘土質シル ト 〈作土居]
B 馬褐色粘土質シル ト [土壇化眉)
g 灰貧色ーにぷい負担色粕主質シル トー組組砂(珂川雄積層}
10 貨灰色町灰色シル ト賀粘土m粘土質シル ト {湿地位雄輔周}

第48園 平 ・ 断面 図 ( 5 = 1 /1∞) 
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(3)まとめ : 今回の調査で、は 、 1 区において奈良時代末~平安時代初頭の溝である S D 1 を検出 した。

南西肩を確認したに留ま っ たが 、 南東一北西方向に直線的に伸びる な どの特徴を 有する と 推測される。

S D  1 を北西方向に延長 した地点では、 KHOO-33次調査やKH03-52次調査が行われてお り 、 当該期の

南東一北西方向に直線的に伸びる溝が検出された。 この溝 と S D 1 と の有機的な関係が 考え られる。 な

お 、 本調査地の北を南東一北西方向に伸びる市道は、 S D 1 と 並行に伸びている可能性が高 く 、 市道の

成立時期を知る 上で特筆すべき成果 と 言える。

【参考文献】
・ 成海佳子 ・ 樋口薫 ・ 金親満知∞1. 6 r4. 久宝寺遺跡第33次調査(阻2∞0--33)J W平成12年度 (財)八尾市文化財調査研究会

事業報告� (財)八尾市文化財調査 研究会

・樋口 薫2004 r13. 久宝寺遺跡第52次調査 (KH2003-52 )J W平成15年度 (財) 八尾市文化財調査 研究会事業報告� (財)

八尾市文化財調査研究会

て=---- 4// プ1

、二イ- --;;;2 

1二 斗=- -<<3 

f二 7，
\」 --J .... �8 

10 

下=千二二仁
子一一一

;J 
第49園 出土遺物実測図
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2) 恩智遺跡(20 10-1 53)の調査

( 1 ) 調査地 : 恩智中町二丁目322-6、 322-7 (第29 図参照)

(2 ) 調査概要 : 平面規模約 2 .5 X 2 .  5m、 面積約 6. 25 rrf 1 ヶ所、 平面規模約 1. OX 2. Om、 面積約 2. 0

rrf l ヶ所の計 2 ヶ所(総面積約 8. 25 rrf) について、 現地表 (T. P. +13. 1m前後) 下 2. 0m 前後まで、を調査 し

た。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角 補助点 1A271 (調査地北東 : T. P.  +13. 137m) である。

【地層】 現地表下 1 .3m前後までは、 客土 ・ 盛土層 (0 層) 。 以下現地表下 2 .0m 前後までの 0. 7m聞に

おいて 6 層の基本層序を確認した。 1 • 2 層は作土層であ る。 3 層は層厚 0. 3mを測る河川 堆積層で、あ

る。 4層は黒褐直を帯びた土壌化層 (T.P.+1 1. 3�1 1 .5m) で、 弥生時代後期の土器細片が少量混在する。

5 層は暗灰色を呈 した土壌化層 (T.P.+11 .1�11. 4m) で、 弥生時代中期の遺物包含層であ る。 6 層は湿地

性堆積層 と 推測 される。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 検出遅封書はな し。 出土遺物は、 4層から弥生時代後期 と 推測 される 土樹耐

が少量出土 したほか、 5 層か ら は弥生時代中期に帰属する土器細片が少量出土 した。 図化でき たのは 5

層 か ら 出土 した 3 点であ る。 1 は、 壷の 口縁部 と 推測される。 外面には波状文が 2 帯以上施される ほか、

内面には ミ ガキが行われる。 2 は室。 口縁端部は上外方に拡張 し、 受け 口 を成す。 頚部内面にはケズ リ

が 施される。 3は壷又は警の底部である。 外面にはタ タ キが、 内面にはハケナデ、が施される。 底面には

籾 と 推測される圧痕が見える。 いずれも胎土には角 閃石が混在する。

(3) まとめ : 今回の調査の 南東約 100mで、行われたd恩智 2008-230 調査では、 弥生時代後期 前半の遺物

包含層 1 と 中期後半の遺物包含層 2 を検出 したほか、 それぞれの時期の遺構群の存在を確認した。 今回

の調査におけ る 4層が遺物包含層 1 に、 5 層が遺物包含層 2 に相当する も の と 思われる。 4 ・ 5 層 に混

在 していた土器は細片であ り 、 出土量も 少ない こと から勘案する と 、 居住域の中心 と は言い難い。 思智

2008-230 調査で確認された居住域の北西端に位置する可能性を指摘 してお く 。

【参考文献】
・坪田真一 ・吉田珠己2010. 3 1 11 平成21年度 市内遺跡発掘調査報告 (平成21年 4 月 '"'"'12月 ) 3 . 市内遺跡発掘調査報告

6)恩智遺跡(2008-230) の調査J �八尾市内遺跡平成21年度発掘調査報告書 八尾市文化財調査報告61 平成21年度国庫

補助事業』 八尾市教育委員会
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3 ) 恩智遺跡 α010-175)の調査

( 1 ) 調査地 恩智中町三丁目126番 6 (第29図参冊

( 2 ) 調査概要 . 平面規模約 2. 5 X2. 5m、 面欄甘 6. 2沼
nf l ヶ所について、 現地表 (T. P. +16. 7m前後) 下 O. 8m
前後までを調査した。 調査で使用 した標高は、 八尾市
街区多角補助点 10E37 (天王の杜の北 : T. P. +18. 574 
m)である。

【地層】 現地表下 O. 3m前後までは、 客土 ・ 盛土層 ( 0

17.0m 

三
北壁

。 客土 盛土層1 愚禍色組組砂m・・E毘粘土質シルト GI物包含眉〕
S 晴禍色組組砂m申礎混粘土質シル ト (近代以降のゴミ廃棄坑〉

第52園 断面図 (8 = 1 /100) 

層)。 以下現地表下 O. 8m前後までの O. 5m聞において基本層序を 1 層確認 した-0 1 層は、 黒褐色を呈 し
た弥生時代中~後期の遺物包含層 (T. P. +16. 4m) である。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 検出遺構はな し。 出土遺物は、 1 層から弥生時代中~後期の土掛田片が出土
した。 いずれも細片のため図化は不可であった。

( 3 ) ま と め : 今回の調査では、 0 層 直下において弥生時代中~後期の遺物包含層 ( 1 層) が存在する こ
とを明 回収 した。 層厚が O. 5m以上を測る こ とや、 土壌化が顕著である こ とな どから、 1 層の下位に
おいて当該期の遺構が検出 される可能性が高いと思われる。 周辺を調査する際には注意されたい。
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4) 亀井遺跡 α010-40)の調査

( 1 ) 調査地 : 南亀井町一丁目38番地 3 ・ 4 ・ 5 (第30図参照)

(2) 調査概要 : 平面規模約 3. 0 X 3. 0m、 面積約 9. 0 nf 2 ヶ所(北から 1 ・ 2 区 総面積約 18. 0 mi に
ついて、 1 区は現地表 (T. P. +9. 3�9. 4m) 下 3. 0m前後まで、 2 区は 2. 5m前後までを調査 した。 調査で
使用 した標高は、 八尾市街区多角点 20B68 (調査地西 40m地点 : T. P. +9. 004m) である。

【地層】 1 区 : 盛土の厚 さ は 0. 8m程度、 101 層上面の標高は8. 7�8. 8m前後である。 101�105 層は
褐色系の粘土質~砂質シル ト で、 104 層には酸化マンガン、 105 層には酸化鉄が 含まれる。 いずれも撹枠

されてい る こ と から、 作土と考え られる。 106 層灰色極細粒砂混粘土質シル ト ・ 107 層灰色細~中粒砂 ・
青灰色粘土質シル ト の互層は河川 |流出土で、 含水量は多い。 108 層青灰色粘土は河川 |底で、 上面の標高
は 6. 3mを測る。 2 区 : 盛土の厚 さ は 1. Om前後、 調査区のほとん どが深さ 2. 0mlこ及止論乱であった。
2 区ではグライ化 した灰色系の地層が堆積する。 101 層は水田作土で、上面の標高は 8. 15m前後である。
102 層は床土にあたる。 203 層出天 ・ 炭からなる遺構埋土である。 構築面である 204層上面の標高は 7. 8
m程度である。 以下、 205 ・ 206 層は河川流出土で、 1 区同様含水量は多い。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 1 区 : 103 層から平安時代頃の土師器、 106 層から古墳時代の古式土師器が出
土 している。 2 区 : 203 層は炉祉の可能性がある。 北側瞳面の観察では、 204層上面で、 幅 0. 8m ・ 深さ
0. 2m程度落込むのを確認した。 203ー①は磯混粘土質シル ト に灰が混在した状態、 203ベIDは炭層で、 5 四
程度の厚さ で底に貼 り ついた状態である。

( 3 ) ま と め ・ 今回の調査では、 北側の 1 区で古墳時代 ・ 平安時代の土器、 南側の 2 区で炉社の可能性
のある遺構を検出 した。 近隣の調査成果から、 104 ・ 20剖層は平安時代の遺構ベースに、 106 ・ 205層は古
墳時代中期の遺物包含層に、 107 ・ 206層が古墳時代中期以前の埋?対可) 1 1 1こ対応する もの と考え られる。
なお、 近隣の調査では、 埋没河川以下の標高5. 2�6. 9mで、 弥生時代の複数時期の遺構面が検出 されて
いる。

【参考文献】

・ 近江俊秀1989. 4 W亀非遺肋骨亀井町4丁 目41ー1の調査一

研究会
(財7八尾市文化財調査研究会報告19� (財)八尾市文化財調査

- 成海佳子 ・ 河村憲理2007. 3f亀井遺跡(第 2 次調劃 J WC財) 八尾市文化財調査研究会報告lOU (財7 八尾市文化財調査研究
A "" 

1区北壁 2区北壁

9.0m 0 ノ 1 〆 里子m

8.0m トて二三山ノ ト�.
m 

1叫 三h土一味r一一τ7〆つ 一ー
トーコ '00 醐，伝世竺旦

7.0m 

1田 l

/ 

L一一一J 0 ( 1 :100) 2m 
6.0m 

101 貨褐色礎混砂質シル ト
1田 原褐色様湿粘土質�J" ト
103 灰色磯粘土質シル ト
1叫 民褐色粘土

ーーー白ーーーー
四1 暴灰色僧混粘主賓シル ト
202 膏灰色粘土質シル ト
2畑 反 ・ 炭
2叫 灰色欝麗粘土質シル ト

8.0m 

7.0m 

105 明褐色磁毘粘土質シル ト
1価 灰色極細駐砂混粘土質シル ト
107 灰色・ー中盤砂 ・

2閣 議育灰色極細艦砂混枯主質シルト
206 灰色細ω中粒砂

背反色粘土質シルトの互周
10・ 育灰色粘土

第53園 断面図 (8= 1 /1∞) 
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5) 亀井遺跡 α010-185)の調査

( 1 ) 調査地 : 南亀井町三丁目4-1、 4-3、 4-4、 7-1、 7-2、 8-1、 10ーl、 10-2、 16、 17、 18、 19、 21 (第
30図参冊

(2) 調査概要 : 平面規旗約 2. 0 X 2. 0m、 面積約 4. 0 trl S ヶ所、 平面親族約 4. 0 X4. 0m、 面積約 16. 0
trl l ヶ所の計 9 ヶ所(総面積約 48. 0 trl) について、現地表(T. P. +8. 5�9. 4m前後 ※南西に位置する 7 区
が最も低 く 、 北端の 1 区が最も高い) 下 2. 0�3. 5m前後までを調査した。 調査で使用 した標高は、 八尾
市街区多角補助点 20A03 (調査地北東国道 25 号線沿い : T. P. +9. 147m) である。

【地層】 現地表下 0. 5�1. 5m前後までは、 客土 ・ 盛土層、 及U覗舌L( O 層) 。 以下現地表下 2. 0�3. 5m
前後までの 0. 5�3. 0m聞において 8 層の基本層序を確認 した。 1 層は、 中世以降の作土層である。 2 層
は、 1 区で確認 した河川堆積層である。 3層は 1 ・ 3 区に認め られる土壌化層 σ. P. +7. 7�8. Om) である。
土師器や須朝量の細片が混在する地層で、 3層に細分できた。 4層l士、 調査地の中央から東方に流芯を
もっと推測 される河川 |堆積層である。 1 区では、 本層上面において奈良時代の土 坑を検出した。
層は湿地性堆積層である。 こ の内、 1 区で確認した6層には、 植物遁体が多量に含まれていた。 7 層は、
1 ・ 7 区で確認 した黒色遺物包含層 (T. P. +6. 4�6. 5m) である。 '%，生土器が出土した。 層厚は約 50 CIllo 

B 層 は 1 区で確認した河'J 1 1堆積層である。 湧水が激しし 、。
【検出遺構】 1 区の 4層上面 (T. P. +7. 3m) において士坑を 1 基(S K 1 ) 検出 した。 北部と東部が調査

区外に至るため全容は不明である。 検出規摸は、 東西長 1. 7血以上、 南北長 2. 1m以上、 深さ O. 1m前後
を測る。 埋土は、 炭化物の混在する青灰色シル ト の単層で、 土自臓器や須恵器が少量出土した。

5 ・ 6
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【出土遺物】 1 区 S K 1 出土遺物 1 ・ 2 は土師器己

1 は皿の底部 と 推測 される。 内面には連弧状暗文が施

される。 2 は杯。 口縁端部内面に小さな段を形成する

個体で、 口径は 11. 6 cmを測る。 内面には 1 段暗文が見

え る。 3は須恵器台付長頚壷であ る。 口頚部を欠 く が 、 t二二二二ト 司‘ 3 
肩部が張 り 、 「ハ」 の宇に開 く 高台が付 く 。 いずれも飛 「 一 寸 /) 0 ( 1  : 4) Ocm 

鳥~奈良時代 ( 7 世紀後半"'"' 8 世紀前半) の所産 と 考え てこ ー寸@Ør;;〆2
られる。 第55園 出土遺物実測園

1 区 7 層出土遺物 4 "'"'21 は壷である 。 4 は短頚壷。 口縁部は内湾気味に聞き 、 端部には直立する平

坦面が 形成される。 調整は板ナデであ る。 口径は 10. 0 佃を測る。 5 "'"'1 2 は広口 壷。 5 は外反する 口縁

部 と 、 外傾する平坦面を作る個体で、 口径は 14. 4 cmを測る。 調整は横位 ミ ガキであ る。 6 "'"' 8 は外反す

る 口縁部 と 、 下方に拡張 した端部を有する個体である。 口径は 17. 0"'"'19. 0 cmであ る。 この内 6 の 口縁部

外面には康状文と 扇形文が 、 7 の 口縁端部外面には廉状文と 刺突文が施される。 9 . 10 は大き く 開 く 口

縁部 と 上下に拡張 した端部を有する個体であ る。 9は直立する端面に回線文を施した後 、 円 形浮文を張

り 付け る ほか、 口縁端部内面には扇形文が施される。 1 1 は端部を 上方に大き く 拡張 し受け 口 を 形成する

ほか、 下方に も拡張する個体であ る。 幅広の端面には廉状文と 扇形文が各 1 帯施される。 1 2 は大き く 開

く 口縁部 と 下方に拡張 した端部を有する個体で、 虫端部lこはキザ ミ 目を入れる。 1 3 は 口縁部が短 く 聞き 、

端部を下方に拡張させ、 外傾する幅広の平坦面 を 形成する個体で 、 口径は 34. 0 cmを測る。 鉢の可能性も

考え られる。 14 は受け 口状の 口縁部を形成する個体である。 外面には回線文が施される。 口径は 21. 3 

cmであ る。 1 5 は太頚壷と 推測される。 口縁部は、 端部付近で内湾する。 端部は内厚 し 、 上面に平坦面が

形成される。 外面には各段で直角 に変 じた櫛描烈点 文が 3 帯施された後 、 円 形浮文を貼 り 付け る ほか、

廉状文も見える。 口径は 16. 2 CIIlo 1 6 は長頚を呈する個体であ る。 外面には直線文が 4帯以 上施される。

1 7 ・ 1 8 は無頚壷 と 考え られる。 1 7 は段状 口縁を形成 し 、 幅広の端面にはへラ状工具に よ る刺突文を加え

る ほか、 肩部外面には廉状文を施す。 口径は 19. 9 CIIlO 1 8 は 口 径が 18. 2 cmを測る個体で、 肩部外面は縦

位 ミ ガキを施す。 内面はケズ リ を行う。 1 9 は直線的に長 く 伸びた 口縁部を有する個体である。 外面は縦

位 ミ ガキ 、 内面は横位~斜位にハケナデを施す。 口径は 13. 8 c払 20 は肩部付近の 細片であ る。 外面に

は櫛描直線文や櫛描に よ る面違風な鋸歯文が施される。 21 は外面に 2 帯の貼 り 付け突帯が見える。

22"'"'33 は奮である。 22 は小さく 外反 した 口縁部をもっ個体で、 口径は 11. 5 cmであ る。 23 は内傾気味

の端面を有する個体で、 口径は 15. 6 CIIlO 24 は短く 、 大き く 開いた 口縁部を有する個体で、 口径は 15. 5

cmを測る。 25 は直立 した端面に回線文を施す。 口径は 17. 1 cmであ る。 26 は端部を 上下に拡張 した個体

で、 口径は 29. 9 cm と 大型であ る。 27"'"'32 は体部下位~底部の 細片であ る。 若干 上げ底の個体但7"'"'29)

と 平底 (30"'"'32) に分類される。 外面調整は、 タ タ キ α7) や ミ ガキ α8"'"'32) である。 内面はハケナデが主

体を成す。 31 ・ 32 は底面に も ミ ガキが施される ほか、 30 の底面には籾圧痕を確認 した。 33 は脚台部で

ある。 体部外面にはタ タ キが見える。 34 ・ 35 は器台と推測される。 34 は、外面に回線文が施される ほ均、

円 形透孔を穿つ。 35 に も 円 形透孔を認める。

36"'"'42 は高杯であ る。 36 ・ 37 は 口 縁部が直 口する個体であ る。 口縁部は横ナデを行うほか、 36 の杯

部外面には ミ ガキが施される。 口径は 36 が 19. 8 cm、 37 が 25 . 3 cmであ る。 38 は水平 口縁を 形成する個

体で、 内面の突帯は若干内傾 し 、 端部は直角 に垂下する。 口径は 25. 5 cmを測る。 39"'"'42 は柱状部が筒

状を呈する個体である。 39"'"'41 の外面には縦位 ミ ガキが施される。 42 は 「ハ」 の字に開いた裾部を有す

る。 裾端部は 上下に拡張を行い 、 内傾の平坦面が 形成される。 柱状部外面にはナデ調整後 、 沈線文帯が

3 帯以 上施される。 裾部外面は ミ ガキを行い 、 端部付近に円 形透孔を複数穿っ ている。 内面はナデのほ

か、 横位ケズ リ が認め られる。
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43 ・ 44 はサヌ カイ ト製の石製品であ る。 いずれも未製品である が、 部分的に刃 が 形成される。 これ ら

の遺物の帰属年代は、 弥生時代中期後半に 比定される

3区 3層出土遺物 45 は須恵器の杯 と 推測される。 高 台は 「ハ」 の字に開 く 。 46 ・ 47 は土師器の皿の

細片。 調整はナデが主体であ る が、 46 の底部外面はケズ リ を行う。 3 者は飛鳥~奈良時代 ( 7 世紀後 半

"' 8 世紀前半) の所産 と 考え られる。 48 は弥生~古式土師器の壷ま たは警の底部であ る。 底面は若干上

げ底を成す。

7 区 7 層出土遺物 49 ・50 は短頚壷。 49 は 口 縁部が直線的に開 く 個体で、外面には沈線文が施される。

口 径は 7.0 cmである。 50 は 口 縁部が外反気味に聞き 、 外傾の平坦面を 形成する個体で、 外面には縦位 ミ

ガキが密に施される。 口径は 12.3 cmを測る。 51 "'53 は奮。 端部を若干つまみ上げる個体(51 ・52) と 受

け 口 を 形成する個体(53) に区分される。 51 の肩部外面にはタ タ キが見える。 口径は 51 が 13.9 cm、 52

が 15 . 4 c皿、 53 が 18. 6 cmで、ある。 54"'58 は高杯。 54・55 は有稜高杯であ る。 稜は明瞭で、 口縁部は大

き く 外反する。 調整は内外面 と も に ミ ガキを主体 と する。 口径は 54 が 21 .4 cm、 55 が 20.8 cmであ る。

56"'58 は、 外面に縦位 ミ ガキを密に施した個体で、 「ハ」 の字に開いた柱状部の下位には円 形透孔を穿

っ ている。 59 は手賠 り 形土器。 覆部は部分的に しか残存 してお らず、 不明な点が多い。 鉢部はハケナデ、

調整が行われ、 最大径付近にキザ ミ を加えた突帯を 2 帯張 り 付けている。 覆部に も 同様の突帯が認め ら

れる。 残存高は 15 .6 cmを測る。 60"'63 は壷または警の底部であ る。 底面が平底を呈する個体(60 ・ 61)

と ドーナツ底を呈する個体 (62 ・ 63) に区分される。 外面調整はタ タ キ (60・61 ・ 63) のほか、 ミ ガキ (62)

が確認でき た。 これ ら の遺物の帰属年代は、 概ね弥生時代後期後半に 比定される。

(3) まとめ : 今回の調査では、 1 区で弥生時代中期後 半、 7 区で後期後半の黒色遺物包含層を検出

したほか、 1 区では飛鳥~奈良時代に 比定される S K 1 を検出する な どの成果を得た。 特に弥生時代の

黒色遺物包含層については、 本調査地の 南西約 100mで行われた (財) 大阪文化財セ ンターによ る亀井遺

跡の調査でも 同様の黒色遺物包含層 を検出 してお り 、 今回の成果に よ っ て黒色遺物包含層の分布範囲が
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北東方向に広が る こ と が明 らかになった。 遺物の出土量ヰ喧存状祝か ら勘案する と 、 1 ・ 7 区周辺にお
いて弥生時代の遺構が検出 される可能性が高い と 考え られる。 古代に関 しては、 亀井遺跡内での検出例
が少ない こ と から、 今後周辺で調査が行われる際には注意が必要 と 思われる。

【参考文献】

・ 堀江1門也他1980 �.亀井 ・ 城山.1 (財)大阪文化財センター

・ 中西靖人他1984 �.亀井遺跡11.1 (財)大阪文化財センター
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6 )萱振遺跡 α010-239)の調査

( 1 ) 調査地 北本町三丁 目 163番 3 (第31 図参冊

( 2 ) 調査概要 : 平面規模 2. 0X2. 0m、 面轍甘4. 0 nf 3 ヶ所(東から 1 � 3 区 総面積約 12. 0 m') につ
いて、 現地表 (T. P. +7. 4�7. 6rn) 下 2. 0m前後までを調査した。 調査で徒用 した標高は、 八尾市街区多角
補助点 1032A (調査地の南 : T. P. +7. 466m) である。

【地層】 1 区 現地表下 O. 9m前後までは、 整地に伴 う 客土 ・ 盛土層 ( 0 層) 。 以下現地表下 1. 25mま
でに 10 層の基本層序を確認した。 1 層は作土層。 2 層はやや不均質の砂質シル トで、 遊離 した二次堆積
に伴 う 遺物を 含む。 3 層はグライ化が顕著な剤噴シノレ ト。 4 層は砂質シル トで中世時期の遺物を極少量
含む。 5 層は砂質シル ト。 6 ・ 7 層は酸化鉄斑が認め られる砂質シル ト。 8 ・ 9 層は露間生砂が混 じる砂
質シル ト。 10 層は酸化鉄斑が認め られる粘土層である。

2 区 現地表下 1. 0m前後までは、 整地に伴 う 客土 ・ 盛土層 ( 0層) で。 以下現地表下 1. 05rnまでに B
層の基本層序を確認した。 1 層は作土層。 2層は 1 区の 2 層に対応。 3 層はグライ化 した砂質シル ト。
4 層は 1 区の 4 層に対応 し鎌倉時代の瓦器椀片を極少量含む。 5 層は細泣砂が混 じる砂質シル ト。 6 層
は砂質シル ト。 7 ・ 8 層は細粒砂~中粒砂が優勢な水成層。

3 区 現地表下 1. 05m前後までは、 整地に伴 う 客土 ・ 盛土層 ( 0層)。 以下現地表下 1. 1mまでに 7 層
の基本層序を確認した。 1 層は作士層。 2層は 1 区の 3 層、 2 区の 3 層に対応。 3 層は 2 区で検出 した
中世遺物を含む4層に対応する も の と推定されるがこ の地点での遺物出士は無い。 4層は砂質シル ト。

5 層 は 1 区の 6 層、 2 区の 5 層に対応。 6 層は中粒砂が混 じる砂質シル ト。 7層は砂質シル トで時期不
明の土器片を含むも ので、 溝等の埋土になる可能性がある。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 1 区の 4 層および 2 区の 4 層から、 鎌倉時代後半の土師器 ・ 瓦器椀の細片が
極少量出土したほか、 3 区の 7 層から時期不明の土器片が出土 した。 いずれも細片のため図化は不可。

( 3 ) ま と め ・ 1 . 2 区では、 鎌倉断t後半の土師器 ・ 瓦器杭片を極少量含む 4 層遺物包含層を確認
した。 中世時期の遺物については、 調置地点の西側に位置 し、 明治期以降に 「河内街道」 と称された街
道 との有機的な関係が推定される。 こ の街道については、 中世の八尾市域に於ける主要都市である萱振、
八尾、 久宝寺を南北に結ぶ主要幹線道路であ り 、 八尾に近接したこの地点付近にも 中世集落が展開 して
いた可能性がある。

【参考文献】

・ 棚橋利光1989 r京桂劃 『歴史の道調査報告書 第五割 大阪府教育委員会
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o. 客主 ・ 盛主周 o. 客土 ・ 盛土周 o. 客土 ・ 盛土'
1 周 暗灰色砂買シル ト(作土層 層 暗反色砂質事，'" ト (作土周 周 暗灰色砂賀シルト{作土周1
2層 明緑灰色砂賀シル ト (グライ化 2層 明オリーフ灰色砂買シルト 2層 明オリーフ灰色砂買シルト
3眉 灰白色細艦砂混粘土質シルト 3層 灰白色.粧砂狸粘土質シル ト 3層 明緑灰色砂貧シル ト(グライ化}
4周 灰白色砂質シル ト 4層 明オリーフ灰色シル ト 4層 明オリーフ灰色シル ト
5周 灰白色細馳砂混砂寅シル ト (]t榔片橿少量混在 5層 明録原色砂寅シル ト
.. 萌黄禍色中粒砂理砂貫主" レ ト 6層 灰白色鋼粒砂混砂買告訴'" ト .. 灰白色細粒砂混砂買シ'" ト
7眉 灰白色砂質シル ト(土畢片を含む) 6層 灰白色砂質シル ト 7層 灰白色砂質シル ト

ヲ層 明緑灰色細粧砂混砂質シル ト 8層 明緑灰色細粧砂混砂貧シル ト
.. 明録灰色細粧砂時中粒砂 9層 明緑灰色砂質シル ト

10周 灰色粘土
第58園 断面図(5 = 1 /100) 
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7 ) 久宝寺遺跡(2∞9-488)の調査

( 1 ) 調査地 : 南久宝寺 2 丁目29番(第33図参照)
( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 2. 0 X 2. 0m、 面積約 4. 0 nf 4 ヶ所(北西から 1 � 4 区 総面積約 16. 0 m') 

について、 現地表(T. P. +8. 6�9. 0m) 下 1. 6�2. 0mを調査した。 調査で使用 した標高の基準は、 八尾市
街区多角点 20B14(調査地南東部 ・ T. P. +8. 911m)である。

【地層】 0 層は盛土層及び撹苦」 以下現地表下 1. 6�2. 0mまでの 1. 2�1. 6m聞において 10 層の基本
層序を確認 した。 1 層は旧作土層 (T. P. +8. 1�8. 6m)で、 4 区が高 く 、 1 区では厚い。 2 ・ 3 層 (T. P. +7. 9 
�8. 1m) は撹枠された作土層で、 時期は中世~近世であろ う 。 1 ・ 3 区で見られた。 4 ・ 5 層は 2 ・ 4
区で見られた。 4 層 σ. P. +8. 3�8. 5m) はプロ ッ ク 状を呈し、 やや固 く 締ま る層相で、 整地層の可能性が
ある。 5 層 (T. P. +8. 1�8. 3m) もブロ ッ ク 状で、 中世頃の遺物包含層である。 4 区�t霊では下面で遺構が
見られた。 6 層以下はf可) 1 1堆積層である。 6 � 9 層 (T. P. +7. 3�7. 8m) は 3 区でのみ見 られたシル ト 質粘
土~中粒砂、 10 層 (T. P. +8. 1m以下) は細粒砂~細磯である。

【検出遺構】 平面的には検出できなかったが、 4 区北壁において東西 1. 3m ・ 深さ約 30 cmの士協伏の
遺構を確認した。

【出土遺物】 3 区 3層から時期不明の土師器片、 2 ' 4 区 5層から 12 世紀代に比定される土師器皿 ・
瓦器椀等が少量出土した。 1 は 4 区 5 層出土の土師器皿;である。

( 3 ) ま と め : ま と め : 調査地中央部の 2 ・ 4 区で中世頃(12 世紀代) の遺物包含層 ・ 遺構を検出した。
東部の調査地において も 同 レベルで 11 世紀代の遺構が検出 されてお り 、 中世の集落城の広が り が確認さ
れた。

【参考文献1

・ 坪田真一20tor13) 久宝寺遺跡ωω-302) の調劃 『八尾市内遺跡平成21年度発掘調査報告書 八尾市文化財調査報告61

平曲1年度国庫補助事業』 八尾市教育委員会究会

9.0m 区西盛 2区西壁戸一一一一一一一一 4区北盛
o 一「 し一 o 3空旦- r三三手三三18 t子 FT1 ごと7 5h

。 盛土圏 構乱
1 暗緑灰色細組砂ω中粒砂混シル ト賀粘土 旧作土居
2 育灰色細組砂ー橿組組砂渥シル ト
3 既オリ ブ色細粧砂m組組砂混粘土質シルト F・斑
4: rこぶい貨橿色細馳砂-細磯混シル ト寅粘土 '"彊
5 鹿賀褐色細粒砂ω鏑様混粘土質告訴'" ト 世岨

c==二二二二二二二二回 .. 

6 :  f!l黄色粘土質シルトωシル ト7 灰色細租砂ω中粒砂
8 灰オリ ブ色細粧砂向中位砂混シル ト賞粘土
a 貧灰色シル ト質粘主mシル ト
10 にぷい貨色細栓砂勾縮機
A 既黄禍色細粒砂m橿租粒砂多混魅土質�J'" ト

第59図 断面図 (S = 1 /100) 

三円
日 ( 1 : 4) Ocm 

第60園 出土遺物実測図
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8) 久宝寺遺跡(20 10-27)の調査

( 1 )調査地 : 北久宝寺 3 丁目63

番及び:57番、 60番、 62 番の各一部

(第32図参照)

( 2 )調 査 概 要 : 平 面 規模 約

2 .  5 X 2. 5m、 面積約 6. 25 rrl' 2 ケ

所 (北か ら 1 ・ 2 区 総面積約

12. 5 rrl' ) に つ い て 、 現 地 表

(T. P. +7. 6m )下 2. 7m前後までを

調査 した。 調査で使用 した標高の

基 準 は 、 八 尾 市 街 区 補 助 点

仏236 (調査地南西部 : T. P. +7. 674 

m )である。

【地層】 0 層は客土 ・ 盛土層。

以下現地表下2. 7m前後までの1. 9

m聞において14層の基本層序を確

2 区西壁 1 区北壁

7. 0m \ 。 。

一\3とご一 一二1 2 1F二一-3-\ιJ
6. 0m 

て一一一"ーごL一一一一一一一寸 「一一一- 5 :一一一-�一己一一一一-�， _ 6ト一 一寸
(一一一ι一一一一也 」一一一三一一一一斗

5. 0m 13ヒ三士二ご一一一一一」\ s - l l
1 4  

D 盛土層
1 暗緑灰色極細粒砂~細粒砂混粘土質シル ト (1日作土層)
2 緑灰色極細粒砂混粘土質シル ト3 灰色シル ト質粘土 (Fe斑)
4 灰オ リ ー フ色極細粒砂混シル ト質粘土 (Fe斑)
5 にぷい黄色シル ト混シル ト質粘土 (Fe斑多)
6 灰黄褐色極細粒砂混シル ト質粘土 (Mn斑多 ・ Fe斑多)
7 にぷい黄色粘土~シル ト賀粘土 (Fe斑)
8 浅黄色シル ト混粘土質シル ト (Fe斑)
9 灰色シル ト~極細粒砂互眉
10 灰色粘土~極細粒砂互層
1 1  灰色粘土~シル ト互眉
12 暗灰色細粒砂~粗粒砂混粘土
13 暗緑灰色粘土
14 オ リ ーフ灰色シル ト

1 区 6 周上面

o ( 1 目 100) 2 m

第61図 平・断面図(5 = 1/100) 

@ 

認 した。 1 層は旧作土層 (T. P. +6. 6"-'6. 7m ) 0 2 層 (T. P. +6. 5"-'6. 6m )は撹持されグライ化 した作土層で、

時期は近世であ ろう。 3 "-' 5 層 (T. P. +6. 1"-'6. 5m )はよ く 撹枠され均質な シル ト 質粘土基調の層相で、古

代~中 世頃の作土層 と 考え られる。 6 層 (T. P. +5. 9"-'6. 1m)、 及び 1 区 7 層 (T. P. +5. 7"-'6. Om )は、 炭や

恥斑 ・ Fe斑を多 く 含む土壌化層である。 6 層上面が第 1 面。 8 "-'11層は粘土~極細粒砂の河川 堆積層で

あ る。 2 区南部ではT. P. +5. 4"-'5. 9mlこ見 られ、北に落ち込んで、いる。 1 区ではT. P. +5. 7m以下に当 た る。

12層以下は 2 区でのみ見 られ、 1 区では 8 "-'11層の河川 に よ り 削平されている。 12層 (T. P. +5. 2"-'5. 4m ) 

は弥生時代後期~古墳時代初頭の遺物包含層で、土壌化 してい る 13層 (T. P. +5. 1"-'5. 2m )上面が当該期の

生活面 と 考え られる が 、 遺構は認め られなかっ た。 14層 (T. P. +5. 1m以下)の シル ト層は水成層であ る。

【検出遺構】 1 区 6 層上面 (T. P. +6. 1m )で古墳時代中期の土坑 1 基(5 Kl01 )を検出 した。 平面不定形

で、 規模は東西2. 2m ・ 南北1. 6m以上 ・ 深さ約28cmを測る。 埋土は炭を含むブロ ッ ク 状の単一層で、 底

面には炭層 も見 られた。 遺物は土師器 ・ 須恵器が出土 している。

2 区 12 層 (T. P. +5. 2"-'5. 4m)から は弥生時代後期~古墳時代初頭(庄内式期 )の土器が少量出土 した。

【出土遺物】 5 Kl0l - 1 "-'3を 図化 した。 1 は土師器覆、 2 は甑であ る。 2 の底部蒸気孔は中央が円

〉斗日 � ，
\ hzEF  

o 

第62図 出土遺物実測図
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形、 その周囲に楕円形 ( 5 個 ? ) とい う 配置である。 3 は2頁恵器査の底体部で、 外面平行タ タ キ後回転カ
キ 目 、 内面は同心円 タ タ キをナデ消すロ

( 3 ) ま と め : 調査では北の 1 区で古墳時代中期の士坑、 南の 2 区で弥生剛t後期~古墳剛切願の遺
物包含層を検出 した。 古墳時代中期の遺構は西部の調査地(久宝寺北 F ト レンチ) でも確認されてお り 、
同 じ集落域と考え られる。

【参考文献1

・ 中西靖人他1987 W久宝寺北(その 1 � 3 U (財)大阪文化財センター

9) 久宝寺遺跡(2010-249)の調査

( 1 ) 調査地 ・ 神武町122- 1 ・ 183 (第33図参冊

(2) 調査概要 : 平面規模約 3. 0 X 5. 0m、 面積約 15. 0 nf 5 ヶ所(西から 1 � 5 区 総面積約 75. 0 rrD 
ついて、 現地表(T. P. +7. 8m前後) 下 3. 0�3. 5mまでを調査した。 調査で使用 した標高の基準は、 設計図
面記載の � B. M=0. 000m (T. P. +7. 491m) である。 なお、 5 区では盛士層 ・ 撹乱が深く ま で及んでいたほ
か、 1 � 4 区は地下構造物が存在したため部分的な調査となった。

【地層】 0層は客土 ・ 盛土層。 5 区では0 層が現地表下約 2. 8m(T. P. +4. 9m) まで及び、 下部はヘ ドロ
状の層相であった。以下 14 層の基本層序を確認した。 1 層は旧作土層 (T. P. +6. 4�6. 7m). 2 層 (T. P. +6. 1
�6. 5m) は撹枠された作土層で、 時期は中世~近世であろ う 。 4 区では下面で南北方向の耕f特茸(A) が
見 られた。 3 層 (T. P.+6. 2m前後) は 2 区でのみ見られた水成層。 4 層 σ P. +5. 7�6. 3m) は全域で見 られ
た撹枠さ れた作土層である。 4 区ではブロ ッ ク 状の複雑な堆積が見 られ遺構の可能性 も あ る。 5 層
(T. P. +5. 4�5. 8m) は 1 区、 6 層 (T. P. +5. 4�5. 8m) は 2 区で見られた水成層。 7 層 (T. P. +5. 0�5. 4m)
は 4 区で見られ、 水成層 と思われるがややブロ ッ ク 状で、 作士層あるいは遺構埋士の可能性がある。 8
層 (T. P. +5. 2�5. 6m) は 3 区で見 られた湿地性堆梯冒。 9 ・ 10 層 (T. P. +5. 3�5. 7m) は 1 ・ 2 区で見られ
た古墳時代前期の遺物包 含層で、 2 区では8 0221 埋土とな り 西に落ち込む(T. P. +5. Om) . 11 層
(T. P. +5. 0�5. 4m) は 4 区で見られた古墳時代初頭の遺物包含層であるロ 下面の凹凸が著し く 作土層ある
いは遺構埋士の可能性がある。 12 層 (T. P. +5. 3�5. 6m) は 2 区で見られた古墳時代初頭の遺物包含層で
ある。 13 ・ 14 層は水成層である。

【検出遺構 ・ 出土遺物】
第 1 面- 1 区 5 層上面(T. P. +5. 85m) で井戸 1 基( 8 E 1 1 1 ) を検出 した。 断面逆台形で埋土はブロ ッ ク

状の 5 層からなる。 11世紀頃の土師器皿の他、 骨片が出土した。 1 は「て』 の字口縁の土師器皿である。
第 2 面 1 区13層上面(T. P. +5. 35m) でピッ ト 2 個 ( 8 p 121 ・ 122) 、 2 区12層上面 σ.P. +5. 6m) で落ち

込み 1 基(8 0221) を検出 した。 ピ ッ ト の平面形は8 P 121 が長円形、 8 P122は円形と思われる。 8 P 121 
は南部を8 E l 1 1 に削平されてお り 、 規撲は東西約47岨 ・ 深さ約 8 四を測る。 8 p122は東西約60cm ・ 深
さ約30岨を浪uるo 共に断面逆台形で、 埋土はプロ ッ ク 状の単一層である。 8 p121 から布留式湖頃の土器
片が出土している。 8 0221 は南北方向の肩から西に落ち込むも ので、 深さO. 旬以上を測る。 古墳酎t
初頭~前期 (庄内式新相~布留式古相) の土器片が出土 した。 2 ・ 3 は同一個体と思われる有稜高杯であ
る。 調整はへラ ミ ガキで、 腕臓部に円孔を有する。

4層 古代~中世の土j師器 . �恵器 ・ ;日制宛片が少量出土。 1 区10層、 2 区 9 層 布留式湖までの土
器が出土。 4 は 2 区 9 層 出土の小形丸底土器で、 調整はナデである。 庄内式期に比定される。 2 区12層、
3 区 8層、 4 区11層 庄内式期までの土器出土。 5 ・ 6 は 4 区11層出土のV様式系賓の底部である。 調

整は平行タ タ キで、 5 は底部に黒斑を有する。
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8. Qrr! 1 区南量 2 区北量

7 坦 o \
6. 0..!!) :-� ιOLI了「ー一-三一ヱ三ヶ一芋一1 云i一三一一弓イ

恒 国i'�o t五Z3Fl 〆

3 区東醤 4 区東量 5 区西盛一一 一
o 。

。 盛土周 楓乱
1 緑康色細粒砂m粗駐砂混粘土質�J'" ト (1日作土層)
2 オリーフ灰色細粧砂ω中粒砂混シル ト質粘土{作土層)
a 灰色シル ト湿細粧砂ー粗艦砂t水成周}
4 賛灰色極細粒砂m細粒砂'lI!粘土質シルト F.斑極多(作土周)
5 貧民色粘土ωシルト互層(水成周)
8 灰色�J'" トω組組砂互層t水成層)
7 賞灰色シル ト質粘土ー細艦砂 ブロヲタ状
8 灰色"暗灰色粘土mシルト質粘主互周 ラ ミナ状に脱化植物(湿地性堪積周)
@ オリーフ反色細粒砂ω担粒砂混シル ト買粘土(土壇化周 S0221坦土J
10 原賀褐色粘土質シル ト 土埠化層
11 灰色細粧砂白組組砂ブロッタ混シルト貧粘土t温情埋土?)
12 暗オリ ヲ灰色シル ト質粘主 」ヒ郁h斑(土塩化周}
13 オ 'J フ原色粘土mシルト互層{湿地憧堆積層)
14 灰色シル トω粗粒砂互層t水成層)
A 繍作矯 灰色細粧砂湿シル ト質'歯止 F.斑 ブロヲタ状
B :  S E111  
C : S P122 オリーフ鳳色シル ト寅粘土 フロック状

一一一一一ZE
E-z一一 耳障町民軍 ll

。

「一一寸
14 : 

6. QrrI S E111束壁

� イ /"' /
5. QrrI \ザコ気7〆

ア 灰貨色極細粧砂混シルト ブロッタ状 F.斑
イ 浅黄色極細粒砂混シル ト寅粘土mシル ト フロッタ状
ウ にぷU貧槍色シル ト フロック状 F・11
工 費灰色シル ト賞粘土“シルト ブロック状
オ 灰色シル ト質粘土勾シル ト フロック状

第63図 断面図 (s =垂直 1 /100、 水平1/200) 第64図 S E 1 1 1 断面図 (S = 1 /100) 

1 区5層上面 1 区13層上面

。 (1 :1曲 2 m

�ー』ーーー
第65図 平面図 (S = 1 /100) 
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2 区で奈良~平安時代に 比定される墨書人面土器片 ( 7 ・ 8 ) が出土してお り 、 おそ ら く 6 層に帰属す

る と 考え られる。 7 ・ 8 は復元 口径 10. 0 cmを測る小形の査で、 同一個体 と 考え られる。 口縁端部が外方

に肥厚 し 、 調整は 口縁部 ヨ コ ナデ、 体部ナデであ る。 8 1こついては詳細不明で、ある が、 7 に描かれた人

面は非常に滑稽な人相 と いえ よ う。

(3)まとめ : 調査では周辺の調査地 と 同様に、 1 ・ 2 ・ 4区で古墳時代初頭~前期の遅捕を検出 した。

ま た 1 区で平安時代の遺構を検出 した他、 2 区では 6 層か ら墨書人面土器が出土してお り 、 調査地西部

一帯には当該期の集落が存在する 可能性がある。 なお 2 区 6 層については、 南部の第 22 次調査 2 調査区

で検出 されている奈良時代末~平安時代前期の溝 S D - 14 と の有機的な関連が 考え られる。

【参考文献】
・原田 昌則2001 W久宝寺遺跡第22次発掘調査報告書」大阪竜華都市拠良地区区画道路2号線に伴う一 (財〉 八市文化財調査研

究会報告68� (財)八尾市文化財調査研究会
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10) 久宝寺寺内町(2009-48)の調査

( 1 ) 調査地 久宝寺 3 丁 目 139番 ・ 142番(第32図参照)
( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 2. 0X3. 0m、 面轍甘 6. 0 nf 1 ヶ所について、 現地表 σ. P. +8. 7m前後) 下

2. 0m前後 ま で を調査 した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角補助点 4 B 004(調査地南西 :
T. P. +8. 496m) である。

【地層】 現地表下 2. 0m前後までで 11 層の基本層序を確認した。 1 層は近~現代の整地層 (T. P. +8. 4 
�8. 7m) である。 2 ・ 3層は近代の整地層である。 この内 2層上面において5 K 1 を検出した。 4 ・ 5
層は 18 世紀代の遺物を包含する整地層である。 6層は 17 世紀代の整地層 と推測 される。 7層は焼土塊
を多量に含む整地層である。 上面において 5 0 1 を検出 しtr.o 8層は湿地性堆積層である。 9 �1 l 層 は
ラ ミ ナ構造を有する河川堆積層である。

【検出遺構】 2 層上面において5 K 1 を、 7J肩上面において5 0 1 を検出した。 5 K 1 は、 北と東が
調査区外に至るため、 全容は不明であるが、 概ね南北に主軸を持つ方形掘形の土 坑(東西幅 : 1. 0m以上
南北長 : 1. 7m以上 深さ : 約 O. 5m) と推測 される。 埋士は、 炭化物の混在するプロ ッ ク 士からな り 、
近代~現代の遺物が多 く 混在 していた。 ごみ捨て穴であろ う。 5 0 1 は 7 層上面において検出 した溝で
ある。 東西に伸びる も ので、 幅は豹 1. 1m、 長 さ は 2. 0m以上の規模を有する。 埋土は砂磯優勢の 2層か
ら な り 、 深 さ は約 O. 4mを測るo 出土遺物はな し。

【出土遺物】 2 層出土遺物 1 は左巻三巴文軒丸瓦。 巴文は巴頭が円頭化 し、 尾は長い。 巴尾は他の
巴胴に接しな� \ 外区には半球伏の珠文 15 個を密に配する。 周縁部の幅は広い。 丸瓦は瓦当裏面の上半
分に取 り 付 く 。 巴頭の一部に箔傷が認め られる。

遺構 2 出土遺物 2 は士師器抱;賂。 短い 口 縁部の下位に断面三角形の凸帯を貼 り 付け る も ので、 口 径
は お. 0 岨を測る。 奈良盆地中 ・ 南部産と推測 され、 18 世紀板張戯l降の所産である。 3 は石製破臼の下
臼である。 目 は 8 分画 10 溝と推測 される。 側面には撃の痕跡が見える。 茶臼であ ろ う 。

遺構 3 出土遺物 4は瓦質土器の火紘 口縁部はほぼ直立 し、 口 径は 40. 4 岨を測る。
4 ・ 5 層出土遺物 5 は染付礼 見込みには五弁花文様が コ ンニャク判によ り 施される。 口 径は 11. 0 

四である。 6 1土染付皿の角 向付け醐uされる。 7 は染付皿。 口 径が 14. 0 四を個体で、 見込みに五弁花文
様のほか、 口 縁部に も梅をモチーフに した と推測される文様を加える。 8 ・ 9 は唐津椀。 とも に外面下

9.0m 

唾「亘三重ず竺主主mL三言主主雪弓芳主三ヨ遺構3

1 県褐色粗粒砂m細鶴混粘土質シル ト-�J'" ト 〈近代m現代の盤地層)
2 褐灰色掴粧砂ω中偏混粘土質シル トωシルト {鑑代の重油層)
3 灰It褐色粗艦砂ー細礎混粘土質シル トーシルト 世代の聖地層)
4 暗反.It色粗粒砂m申磯混枯主質シル ト勾シルト (18世記代の霊地周)
5 責灰色粘土質シル トmシルト (18世紀代の霊地層)
e 暗灰黄色"灰色粗粧砂ω中様混粘土質事'Jレ トωシルト 【17世但代の霊地層)
7 :  I二ぷU褐色粘土質シル ト白シルト (石山合戦時@犠土鳩混在) (霊地層)
8 にぷい貸色シル ト質粘土m粘土質シル ト 曙地性堆積層)
8 オ リーフ灰色シル トm細粒砂閣川堆積層)
10 灰色粘土質シル トωシル ト 闇川堆積層]
11 灰色シル ト寅粘土ω粘土質シル ト 閣JII堆積層)

⑧ fl 寸 ⑧
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位は露胎である。 8 の 口径は 10. 0 岨を測る。 10 は備前播鉢である。 内面にl諦H立に播 目 が見える。 1 1
は丹波揺紘 内面の播目 は一本引 き に よ る。 18 世紀中頃の所産である。 1 2 は丸瓦であるロ 凸面は、 丸瓦
部が縦ナデ、 玉縁部が横ナデを指す。 凹面には布 目 のほか、 波状の吊 り 組浪が見える。

6層出土遺物 13 は古備前。 口縁端部に玉縁を形成する費で、 15 世紀代の所産である。 混入遺物の可
能性が考えられる。

7 層出土遺物 14 は平瓦である。 狭端面、 側面はケズ リ を、 狭端凹縁には横ケズ リ によ る面取り を施
す。 凸側縁には

( 3ω) ま と め . 今回の調査では、 T.P. +'仔7. 4�7. 5mで確認した 7 層整地層が特筆 される。 本層内には、
l臼57π7 年の石山合戦時に形成された焼土塊が多量に混在していた。 したがって本層は、 この時期以後に造
成された整地層であ り 、 石山合戦後の久宝寺寺内町の再興に伴 う 整地層 と考え られる。 特に、 本層上面
で検出 した5 D 1 は、 ほぼ東西に伸びる こ と が予測される こ と から、 再興後の町害l り を解明する上で注
目 される。

【参考文献】・楼升敏夫 ・大草一憲1蜘 『寺内町の基本計画に関する研升水宝寺寺内町と八尾寺内町を中心と してー』 八尾市教育

委員会

- 岡田1骨-2∞H久宝寺寺内町遺跡 第 1 次調査 (財)八尾市文化財調査研究会報告別� (財〉 八尾市文化財調査研究会
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11) 郡川遺跡 α009-477)の調査

( 1 ) 調査地 劃 1 1 3 丁 目 82ー 1 の一部 (第34図参冊
( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 3. 0 X 3. 0m、 面積約 9. 0 nf 3 ケ所(北から 1 � 3 区 総面積約 27. 0 mi に

ついて、 1 区は現地表 (T. P. +16. 2m前後) 下 1. 7m前後、 2 区は現地表(T. P. +16. 7m前後) 下 2. 0m前後、
3 区は現地表σ. P. +18. 7m前後) 下 2. 4m前後までを調査した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角
点 10D37 (調査地南東地点 : T. P. +16. 950m) である。

【地層】 調査地の標高は、 南東(T. P. +19. Om) が高く 北西 (T. P. + 16. Om) が低い。 1 区 田 O 層直下に 1
層旧作土層 (T. P. +16. Om) がある。 以下 2 ・ 3 層 も作土層である。 4 層 (T. P. +15. 5m) は、 当地の耕地ベ
ース (耕掛 と なる も ので、 本層上面を第 1 面 と した。 層厚は 0. 2m前後で、 弥生後期以降の土器を含む。
5 層 (T.P. +15. 3�15. 4m) は弥生時代後期の遺構ベースで、 本層上面を第 2 面 と した。 層厚は 0. 8m程度
まで確認したが、 下部ほど形粒は粗 く なる。 2 区 : 0層直下に 2 層以下があ り 、 4 層上面の標高は 15. 6
m前後で 1 区よ り やや高い。 5 層に対応する 25 層上面の標高は 15. 5m前後、 層厚0. 9m程度まで確認 し
たが、 1 区同様下部ほ ど津躍が大き く なる。 3 区 : 近年の造成 ・ 盛土が顕著で、 現地表下 1. 5�1. 6mま
で及ぶ その宣下に 1 層旧作土層があ り 、 上面の標高は 17. 0m前後で 1 区 と の比高差は 1. Om程度であ
る。 以下には、 1 • 2 区の対応層があ り 、 第 1 面にあたる 34 層上面の標高は 16. 4�16. 6mで、
区よ り 1. Om以上高い。

【検出遺構】 1 区 : 4 層上面で溝5 D l l l �1 13、 5 層上面で士坑5 K12l を検出 した。
はいずれも南北方向に伸び、 幅 0. 25m以上、 深さ 0. 1m前後を測る。 5 D 1 1 2 は数本の溝が重複してい
る と思われる。 埋土は①灰褐色粗粒砂で、 弥生土器や土j師器 ・ 須恵器の細片を含む。 奈良時代以降の鋤
溝であろ う。 1 区北端検出の5 K12l は、 径 1. 5m ・ 深さ 0.9mを測る。 埋士は②暗褐色磯混粘土 ・ ③黒
褐色粘土からな り 、 弥生時代後期の土器( 1 �16) 、 砥石や磯 (l7�19) が多量に出土 した。 2 区 : 52 層上
面で落込み5 0221 を検出した。 5 0221 は 2 区南東端で検出 したもので、 北東 南西に肩をも ち、 南東
へ向かつて落ち る。 深さ は 0. 5mまで確認した。 埋土は④暗褐色粘土質シノレ ト、 遺物は出土していなし九

【出土遺物】 1 は頚部に刻み 目 を持つ突帯を貼付ける壷である。 2 は 口i縁部を下方に拡張し、 端面に
3 条の凹線が巡る も ので、 壷または器台の可能性がある。 3 は小型の有稜高杯、 4 � 6 は柱状部から裾

1 ・ 2

5 D l 1 1�113  

。-， 砕石
。-， 産業鹿棄物
。。 コ ンク リ ト土聞
か4 産集廃棄物 目 山主 田 健
1 : A灰色鶴混砂買シルト2 畢灰色鶴混砂寅シルト
3 膏灰色磁混砂質シルト
33 反禍色枯主質シル ト
4 晴褐色担粒砂混粘土質シル ト
34 褐色橿細租砂混粘土質シル ト
5 貧灰色担粒砂
25 貧褐色値幅運U粗艦砂

一一点一

第 1 面糟
① 康相色相粒砂

S K121 
<2> 暗褐色礎混粘土
骨 拠褐色粘土

8 0221 
骨 暗褐色粘土質シル ト

￡コ可

3 区北壁

18.0m、 0-' 

�吾一一一つ-
0-4 ℃1てそヨ2
可子 �吋'� 34: 

。 ( 1 : 1曲 2 m

Iiiii=ーーーー
1 区筒2薗 2区第2面
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表 2 出土遺物一覧
部へなだ らかに続く 高杯脚部で、 5 の裾端部には回線が巡 り 、 6 と

と も に円孔を持つ。 7 はやや大型、 8 ・ 9は中型の聾である。 いず

れも体部か ら屈 曲 して外反する 口縁部に至る。 端部はつまみ上げら

れ、 面をなす。 9には注 口 があ る。 1 0 はつまみ部分の破片で、 外面

に小型の突起 (2. 2 X 1. 3 X O. 6cm) が貼付け られる。 壷の肩付近と 考

え られる。 1 1 は壷ま たは鉢底部 と 考え られ、 黒斑を有する。 1 2 は小

型鉢底部で、 上げ底伏の底端部は指ナデでつまみ出される。 1 3 は底

部有孔土器、 底面中央に焼成前の孔 (径O. 8cm) を穿つ。 14 は奮底部、

張 り の強い手持Eに至る。 1 5 は壷・鉢の可能性があ り 、 タ タ キをナデ

で消す も ので底部裏面に木葉痕が見 られる。 1 6 は張 り の弱い体部に

至る蜜底部である。 1 7 は現状で長方形を呈する砂岩製の砥石で、 両

端は欠損 している。 1 8 ・ 1 9 は閃緑岩かと 考え られる礁で、 数か所に

平坦面が あ る。 用途不明であ る が、 他に も数点同 様の礁が出土 して

い る こと か ら、 遅封薄内の石組み等の施設に伴うも の と 考え られる。

(3)まとめ : 今回の調査では、 1 ・ 2 区で弥生時代後期の遺構 ・ 遺物を検出 した。 調査地の 南に隣接

する郡川遺跡第6 ・ 7 次調査でも 、 弥生時代後期~鎌倉時代に至る遺構 ・ 遺物が検出されている。 なか

で も 、 第 7 次調査では弥生時代後期中葉の土器廃粛茸が検出されてお り 、 S K 1 21 と の関連が 考え られる。

番号 器種 ・ 部位 法量 (cm)

1 室官E 頚部 頚 部 径 12. 6 
2 壷 ・ 器台 口 縁部 口 径 13. 5 
3 両杯 杯部 口 径 15. 2 
4 両杯 裾部 基 部 径 4. 3 
5 両杯 裾部 裾 径 15. 0 
6 両杯 裾部 裾 径 17. 8 
7 費 口 縁部 口 径 17. 6 
8 費 口 縁部 口 径 14. 4 
9 費 口 縁部 口 径 14. 3 
1 0  不 明 つ ま み�. O X 4. 9 x O. 9 
1 1  壷 ・ 鉢 底部 底 径 4. 0 
1 2  鉢 底部 底 径 3. 4 
1 3  窪 底部 底 径 4. 0 
1 4  警 底部 底 径 3. 8 
1 5  壷 ・ 墾 底部 底 径 4. 0 
1 6  警 底部 底 径 3. 4 
1 7  砥石 ß. 9 x 3. o x  1. 3 
1 8  磯 お. 1 x 6. 5 x 5. 1 
1 9  磯 わ. 5 x 9. 2 x 5. 5 

【参考文献】
・成樹圭子 ・ 西本松助 ・材す健明2008 I郡，) 1 1遺跡 I 第6次調査 E第7次調査J n財)八尾市文化財調査訪問会報告12511

(財〉八尾市文化財調査研究会
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12) 郡川遺跡(201 0-1 7)の調査

( 1 ) 調査地 : 郡;) I [ 3 丁 目 5 番、 6 番の一部 (第34図参照)

( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 1. O X 2. 5m、 面積約 2. 5 rrí 2 ヶ 所 (西か ら 1 ・ 2 区 総面積約 5. 0 rrí) につ

いて、 現地表 (T. P. +28. 4�28. 5m) 下 2. 0m前後までを調査 した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区補

助点 3D266 (調査地南東部 : T. P. +30. 1 12m) である。

【地層】 0 層は表土。 以下現地表下 2. 0m前後まで、の 1. 8m聞において 8 層の基本層序を確認 した。 1

層 (T. P. +28. 1�28. 2m) は整地層であろ う 。 2 層 (T. P. +27. 7�28. 1m) は締 り の悪い層相で、 水成層の可

能性が あ る。 3 ・ 4 層 (T. P. +27. 3�27. 9m) は 1 区で見 られ、 南下が り である。 3 層は水成層、 4 層は 2

層 と 同様締 り が悪 く 、 水成層の可能性が高い。 5 � 7 層 (T. P. +27. 5�27. 8m) は 2 区で見 られた。 5 • 7 

層は撹枠 された土壌化層であ る。 6 層は水成層で、 1 区 3 層に相当する かも しれない。 8 層 (T. P. +27. 3 

�27. 5m以下) は土石流堆積で、 弥生土器や古墳時代後期頃の須恵器 ・ 土師器を含む。

【検出遺構 ・出土遺物】

第 1 面 ( 2 層上面 : T. P. +28. 1m) 

1 区で土坑 1 基 (5 Kl l 1 ) 、 2 区で土坑 1 基 ( 5 K21 1 ) を検出 した。 5 Kl l l は北西一南東方向の肩から

南西に落ち込むも ので、 深さ40cm以上を測る。 埋土はブロ ッ ク 状の単一層である。 奈良~平安時代頃の

土師器の他、 時期不明の土師器 ・ 須恵器片が出土 した。 1 は土師器椀で、 内面には二段に螺旋状暗文を

施す。 奈良時代末に比定されよ う 。 5 K21 1 は南北方向の肩か ら東に落ち込み、 東西10 5m以上、 深さ約

50cmを測る。 埋土はブロ ッ ク 状の 2 層か ら なる。 古墳時代後期末の須恵器杯身片の他、 時期不明の土師

1 区

28. 0 m  

27. 0 m  

2 区

酉壁

をEE弓

竺H7
北壁

山 三主主デ

7 0m 「
i

益蓄

O ( 1 目 1 ∞) 2 m

D 表土

1 にぷい褐色細粒砂押組粒砂混シル ト
2 灰黄禍色細粒砂~細様混シルト
3 にぶい黄褐色シルト~粗粒砂 水成層
4 灰色極細粒砂~太磁(-10cm) ìmシルト

5 灰色極細粒砂町細粒砂混シルト 撹搾土壇化 Fe斑
6 目 黄灰色極細粒砂町細粒砂混シルト 水成層

7 暗灰色細粒砂ー細礁混シルト 撹梓土壇化 Fe斑
B 褐灰色町灰色細粒砂町 巨磁(-50cm)

S K 1 1 1  

A1 暗灰黄色シルトブロ ッ ヲ 混極細粒砂~極粗粒砂
S E 1 21 

B1 暗オリー フ灰色極細粒砂~細粒砂 ブ ロ ッ ヲ ìJil粘土

B2 暗灰黄色 シルト質粘土 ~極細粒砂 一部ラ ミ ナ

B3 ・ 暗緑灰色極細粒砂町細粒砂混シルト質粘土
S K21 1 

C1 禍灰色細粒砂~細磁少混シルト フ ロ ッ ヲ 状

C2 暗灰黄色細粒砂~極粗粒砂混シルト ブロ ッ ヲ 状
S K221 

01 暗灰色極細粒砂~細粒砂混 シル ト ブ ロ ッ ヲ 状

02 灰黄色シルト混細粒砂~中粒砂
03 : 緑灰色細粒砂~粗粒砂混シルト フ ロ ッ ヲ 状

第71図 平断面図(8 = 1 /100) 

器 ・ 須恵器片が出土 した。

第 2 面 ( 7 ・ 8 層上面 : T. P. +27. 4�27. 6m) 

1 区で井戸 1 基 (5 E 1 21 ) 、 2 区で土坑 1 基 (5 K221 ) を検出 した。 s

E 1 21 は円形と 思われる掘方の南部を検出 した も ので、 深 さ は約10 1mま

でを確認 した。 肩付近の一部に20cm程度の石が遺存する他、 底部に も 同
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第72図 出土遺物実測図



様の石が多く 落ち込んでお り 、 石組み井戸であった可能性がある。 埋土は 3層を確認 し、 上層はブロ ッ
ク状、 中 ・ 下層は自然堆積である。 弥生土器 ・ 庄内式土器 ・ 土日臓器 ・ 須離耕が出土 した。 類例から見
て石組み井戸の時期は中世末~近世と 思われるが、 詳細は不明である。 S K221 は円形と 曹、われる掘方の
南西部を検出 した。 深さ約50cmを測 り 、 埋土は 3層から なる。 弥生時代後期の土器片が出土 した。 ブロ
ッ ク層南北方向の肩から東に落ち込み、 東西1. 5m以上、 深さ約50岨を測る。 埋土はブロ ッ ク状の 2層か
ら なる。 古墳時代後期末の須恵器杯身片の他、 時期不明の士師器 ・ 気恵器片が出土しt�o

( 3 ) ま と め . 調査では 2 面の遺構面を確認し、 井戸 ・ 土坑を検出 した。 しか し遺物やその出土状況か
ら は遺構の帰属時期を断定でき なかった。 遺構や地層内出土土器からみて、 古墳時代後期~奈良時代、
中世~近世と い う 時期が想定でき るが、 周辺の調査によ り 明 らかに してゆ く 必要がある。

【参考文献1

・ 1首 斎1997 r 6 郡;)11遺跡ω6-275)の調劃 『八尾市内喧跡平成B年度発掘調査報告書 I 八尾市文化財調査報告36 平
成8年度国庫補助事剥 八尾市教育委員会

13) 郡川遺跡 α010-35)の調査

( 1 ) 調査地 . 教興寺 4 丁 目 8 番、 9 番 (第34図参冊
( 2 ) 聞査概要 : 平面規摸約 2. 0 X 2. 0m、 面積約 4. 0 ni' 1 ヶ所、 約 3. 0X3. 0m、 面積約 9. 0 ni' 1 ヶ所、

約 2. 5 X2. 5m、 面積約 6. 25 ni' 2 ヶ所の計4 ヶ所(総面積約 25. 5 mÎ について、 現地表(T. P. +17. 4�17. 5
m前後) 下 2. 5�3. 0mまでを調査した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角補助点 1A219(調査地北

東交塾長 : T. P. +17. 338m) である。
【地層】 現地表下 1. 1�1. 9m前後までは、 客土 ・ 盛土層 ( 0層) 。 以下現地表下 2. 5�3. 0m前後までの

1. 1�1. 4m聞において 8 層の基本層序を確認した。 1 層は 3 ・ 4 区で確認 した旧作土層 (T. P. +16. 2m) 
である。 2層は 3 ・ 4 区で確認した近世頃の作土層 と推測 される。 3層は各調査区で確認 した弥生土器
や古式土j師器、 土師器が混在する遺物包含層 (T. P. +15. 4�15. 9m) である。 層厚は 0. 3�0. 8mを測るロ
3層に細分できた。 4 層 は 2 区で確認した弥生時代後期の遺物包含層である。 5 層は 2 区で確認した土

壌化層で、 上面において土坑を 1 基(S K 1 )検出 した。 6 層は各調査区で確認した扇状地性堆観音であ

17.0m 

t 区北霊 2 区南霊 3 区南量 4 区南量一
。 。

トヨ二二j ヒ二二三三Fミィ と二主二ゴ にミ三三
川 E±二ゴ 4逼立主主三� .-----i6i-- ----h 

と士士三苫三三三三ゴ L 

o ( 1 : 1岡 2 m
�ー』ーー

� 
。 客土 ・ 盛土層
1 晴灰色粗艦砂m細磁現粘主質シルト (1自作主周)
2 オ'Jーフ灰色-反拠褐色租粒砂勾細礁混粘土質シル トm極細租砂〈作土周)
3 : M・褐色m褐色租艦砂ω中様混粘土質三，"トω細粒砂(lI物包含眉)
4 属褐色粗艦砂ω中砲混粘土質シル トω細粒砂(lI柳包含層)
5 灰貧禍色組組砂ー中磁湿粘土質シル トー細粧砂(主場化眉1
e にぷい貨褐色"反貧褐色シルト勾中粧砂[周状地位堪i積層)
7 鳳褐色粗艦砂m中様混鈷土質事，"トmシルト (土旭化層)

⑧1 1  : 康問�}L- I-""叩〈腕山積層)
SK 1 禍灰色中継砂“大磯ブロック

第73国 平 ・ 断面図 (8 = 1 /100) 
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る。 7 層は 1 区で確認 した土

壌化層 (T.P+14. 9m )であ る。

層厚は 0.3mを測る。 8 層は

1 区で確認 した砂礎優勢の扇

状地性堆積層 (T.P. +14. 5m以

下 )である。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 2

区 の 5 層 上面で土坑 を 1 基

(S K 1 )検出 した。 S K 1 は、

東 と 南が調査区外に広が る た

め、 全容は不明である が、 ほ

o (1 : 4 ) Ocm 

第74園 出 土遺物実測図

3 

ぼ円 形の掘形を呈 していた と 推測 される。 東西長、 南北長 と も に 1 .0m以 上の規模を有 し、 深さは約 0.2

mであ る。 埋土は、 中粒砂~大磯のブロ ッ ク 土が充填されてお り 、 弥生土器細片が少量混在 していた。

図化は不可。 帰属時期は、 弥生時代後期 と 考え られる。

ま た、 2 区 4層から は弥生時代後期後 半に帰属する 土器が出土 した。 3 点を 図化 した。 1 は広口壷。

内、 外面 と も に横ナデで仕 上げる。 口径は 1 1 .4 cmを測る。 2 は奮。 外面にはタ タ キが施される。 口縁部

はタ タ キ出 しに よ り 形成される。 口径は 20.7 cmであ る。 3は車 体部中位に最大径 (18.6 cm)を もっ個

体で、 中位には焼成後の穿孔を認め る。 調整は外面がタ タ キ後板ナデ、 内面が板ナデのほか指ナデを施

す。 残存器高は 17.2 cmで、あ る。 いずれも自駒山地西麓産の胎土を用いる。

(3)まとめ : 今回の調査では、 弥生時代後期後 半の 4層遺物包含層 を確認 したほか、 弥生時代後期

の S K 1 を検出 した。 当該期については、 2 区で遺物の出土率が高い こと か ら 、 調査地の 南西方向に遺

構が展開 してい る 可能性が高い。 一方 1 区で確認 した 6 層土壌化層に も 注目したい。 遺物の混在は皆無

であっ たが、 層厚が 0.3m 前後を測る こと か ら 、 弥生時代後期以前の遺構が存在する可能性も否定でき

ない。 今後周辺で調査が行われる 際には、 注意されたい。

14) 郡川遺跡(20 10-328)の調査

( 1 )調査地 : 教興寺七丁目56番3 (第34図参照)

(2 )調査概要 : 平面規模約 2 .OX 1 .  5m、 面積約 3.0 rrf 1 ヶ所、 2 .5 X 2. 5m、 面積約 6. 25 rrf 1 ヶ所の

計 2 ヶ所 (総面積約 9.25 rrf )について、 現地表 (T.P. +17. 4m 前後 )下 1 .9m前後まで、を調査 した。 調査で

使用 した標高は、 八尾市街区多角点 lOD40 (調査地南東 25m地点 : T. P. +17. 446m )である。

【地層】 1 層は旧作土層、 2 ・ 3 層は作土層で、 4層がそれ ら の床土層 と なる。 5 ・ 6 層は河川 堆積

層である。 7 層以下は 比較的締ま り の良い土質で、 当遺跡の生活層に対応する も のであ ろう。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 4層 上面では、 1 区で 2 条 (S D 1 1 1 ・ 1 1 2 )、 2 区で 3 条 (S D21 1 -----2 13)の溝

状遺構 (鋤溝)を検出 した。 幅 0.3m ・ 深さO.1m程度の規模で、 いずれも 南北に伸びる。 内部か ら は、 近

世の陶磁器片が少量出土 した。 6 層 上面では、 2 区で落込み 1 ヶ所(S 0221 )を検出 したが、 上層の 5 層

が 1 区では堆積 していないこと か ら 、 5 層を含めての遅捕 と も 考え られる。 ま た、 6 層 も含めた河) 1 1 の

可能性も あ る。 5 層か ら は、 平安時代の土師器羽釜片が出土 している。 8 層か ら は古墳時代の土師器 ・

須恵器が極少量出土 したほか、 3 層か ら古墳時代中期頃の須恵器杯蓋が出土 している。 図化は不可。

(3)まとめ : 今回の調査では、 現地表下0.5m前後で、近世の耕作痕を検出 したが、 それ以下1 .0m前後

は埋没河川 |の 堆積状況が確認で き た。 さら に、 現地表か ら 1 .5m 前後では、 古墳時代の遺物包含層の柄生
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第75図 平 ・ 断面図 ( 8 = 1 /100) 

を確認する こ と ができ、 周辺の既往調査の結果を裏付ける こ と ができた。

【参考文献】

1 旧作土周
2 黒灰色様 粘土質シル ト忽阻粒砂
s 灰色噂混粗駐砂
4 灰縄色磁;u星組砂
5 暗膏灰色粗粒砂
e 褐色担粒砂 褐色粘土質シル ト

育灰色極細粒砂@互層
7 灰属色組組砂混粘土
8 暗灰色磁器粘主
8 鳳民色椙細艦砂混粘土質シルト
(j) 暗膏灰色粘土(箪1 面溝埋土)
骨 晴灰色粘土狸組組砂(8 0221埋剖

・ 西村公助 ・ 成海佳子20【旧 「郡;) 11遺跡第 6 次 ・ 第 7 次調劃 n財)八尾市文化財調査研究会報告125� (財7八尾市文化財調

査研究会
- 西村公劫 20偲 「郡川遺跡第 B次調査白 n財7 八尾市文化財調査苛開会報告123� (財)八尾市文化財調査研究会
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15)小阪合遺跡(2010ー12)の調査

( 1 ) 調査地 : 山本町宵 8 丁 目 110番 (第35図参照)
( 2 ) 調査概要 : 平面規模約2. 0 X 2. 0m、 面積約4. onf 1 ヶ

所について、 現地表 (T. P. + 10. Om)下2. 1m前後までを調査し
た。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角点10D66(調査地
北部 : T. P. +9. 579m) である。

【地層】 0層は客土 ・ 盛土層。 以下現地表下2. 1m前後まで
の1. 0m聞において 7層の基本層序を確認した。 1 層は旧作土
層 (T. P. +8. 7�8. 8m) である。 2 ・ 3 層 (T. P. +8. 5�8. 7m) は
グライ化し撹持された作土層で、 時期は近世であろ う。 4 ・
5 層 (T.P. +8. 2�8. 5m) はFe斑を含み撹枠された作土層で、 時

1D.Om 酉壁

。

一

一軍

。 客土 ー 盛土居
1 暗緑灰色極細粒砂湿粘土質シル ト 【l自作土居〉
2 緑灰色.粒砂町組粧砂混，自主賓シル ト {作土居)
3 オ リ ブ灰色極細粒砂町担紘砂混粘土質シル ト 〈作土周)
4 民オリーフ色極細駐砂混粘土質シルト F.覆{作土居)
5 灰色極細粧砂混シル ト質粘土 F.斑(作土居)
6 晴灰貧色粘土質シル トーシルト F.斑 剛 斑
7 賞灰色シル ト混粘土質シルト F.斑 園、斑

期は中世頃であろ う 。 6 層 (T.P. +8. 0�8. 2m) ・ 7 層 (T. P. +8. 0 
m);(下〕 町e斑 ・ 恥斑を含む粘土質シノレ ト ~シル ト で、 撹押され土壌化する。

第76図 断面図 (5 = 1 /100) 

【検出遺構 ・ 出土遺物1 6層から時期不明の土師器片が数点出土した。 細片のため図化は不可。
( 3 ) ま と め : 調査では遺物包含層 ( 6 層) を確認した。 土器から時期は断定でき ないが、 周辺の調査か

らみて古墳時代初頭~前期の遺物包含層 と 考え られる。 7 層上面(T. P. +8. Om) が当該期の遺構面と なる
可能性が推測される。

【参考文献1
・ 坪田真一2∞9 r 1 小阪合遺跡(第42次調葡J H財7 八尾市文化財調査新究会報告126� (財)八尾市文化財調査研究会

16)小阪合遺跡(2010-232)の調査

( 1 ) 調査地 . 青山町四丁 目 156 (第35図参冊
(2) 調査概要 : 平面規模約 3. 0X3. 0m、 面積約 9. 0 nf 3 ヶ所 (総面積約 27. 0 m') について、 現地表

σ. P. +9. 3�9. 6m前後) 下 2. 5m前後までを調査した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角補助点
1057 A (調査地北南西交差点 ・ T. P. +9. 256m) である。

【地層】 現地表下 O. 7�1. 6m前後までは、 客土 ・ 盛土層 ( 0 層) 。 以下現地表下 2. 5m前後までの 1. 1
�1. 8血聞において 12 層の基本層序を確認した。 1 層は、 1 区で確認 した旧作士層 (T. P. +8. 4m) である。
2 � 4 層は中世以降の作土層である。 5 層は土壌化層 σ. P. +7. 9�8. 1m)である。 上面が 1 面に相当する。
6 層 は、 2 • 3 区で確認 した土樹U雇 (T. P. +8. Om) である。 上面が 2面に相当する。 7 �10 層は土壌化
層である。 11 層は河川堆積層 (T. P. +7. 6�7. 7m) である。 上面が 3 面に相当する。 12 層は、 2 区で確認
した湿地性堆積層である。

【検出遺構】 1 面 σ. P. +7. 9�8. 1m) : 2 ・ 3 区の 5 層上面において、 中世以降の土坑 を 2 基 (201 土坑 ・
202 土坑) 、 鋤溝を 1 条(301 鋤溝)検出 した。 201 土坑は東西に主軸を有する もので、 検出規摸は東西 1. 2
m以上、 南北0. 9mである。 深さは約 10 咽で、 埋士はブロ ッ ク 士の単層である。 202 土坑は、 概ね方形
の掘形を呈 した可能性が高い。 検出規模は一辺が 1. Om以上である。 深 さ は約 10 岨で、 埋土はブロ ッ ク
土の単層である。 301 鋤溝は 4層作土層に帰属する鋤溝である。 幅は約 0.9m、 長 さ は 3. 5m以上の規模
を有する。 深 さ は約 5. 0 仰を測るロ 各遺構からは、 中世頃の土師器や須蔵量が出土したが、 いずれも細
片のため図化は不可であった。
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Z 面 (T. P. +8. Om) : 1 ・ 2 区の 6 層上面において、 古代と推測 される土坑を 4 基(101 土坑 ・ 102 土坑 ・
206 土坑 ・ 21 2 土坑〉 、 溝を 1 条(103 溝) 、 柱穴を 8 個 (203�205 柱穴 ・ 207�21 1 柱穴) 検出 した。 101 :土
坑は東西 0. 4m以上、 南北 0. 4m以上の不定形な掘形である。 深さは約 20 岨で、 埋士はブロ ッ ク 士の単
層である。 102 土坑は南南西 北北東に主軸を有する楕円形の掘形(長醐甘 0. 6m以上 短報酌 0. 5m) で
あった と推測される。 深 さ は約 20 cmで、 埋土はブロ ッ ク 土の単層である。 206 土坑は不整正方形(一辺

約 0. 5m) の掘形である。 深さは約 10 cm. 埋士はブロ ッ ク 士の単層で、 投棄された と思われる士師器が
出土 した。 図化は不可。 212 土坑は、 東西 0. 4m以上、 南北 O. 7m以上の不定形な掘形を呈し、 深 さ は約
20 c皿を測る。 埋土はブロ ッ ク 土の単層。 103 溝は、 概お南西ー北東方向に伸びる こ と が考え られる。 検
出規旗は、 幅が O. 7m以上、 長 さ が 1. 5m以上、 深 さ は約 20岨を測る。 埋土はブロ ッ ク 土の単層。 柱穴
は、 掘形が円形(径約 1O�20 四) を呈する もの (2ω�205 柱穴) と 、 隅丸方形(長軸約 60 咽 短軸約 40 咽〉
を呈する もの (207�21 1 柱穴) に分類できた。 深さ は 10 cm前後で、 埋土はブロ ッ ク 土の単層であった。

3 面 (T. P. +7. 6�7. 7m) ・ 1 � 3 区の 11 層上面において、 古墳時代前期の土坑を 4 基 (104 土坑 ・ 21 6
土坑 . 302 ・ 303 土冊 、 柱穴を 3 個 (213�215 柱穴)検出 し丸 1 倒 土坑は、 北側が撹乱に切 られる ほか、
西側と 南側が調査区外に広がるため、 全容は不明。 検出規模は東西 1. 5m以上、 南北 1. 5m以上、 深さ約
60咽を測る。 埋土は炭化物の混在する黒色を呈 した 2 層のプロ ッ ク 土から成る。 こ の内②層から は完形
の布留式費を含む古式土j師器が多く 出土 した。 216 土坑は、 南南西ー北北東に主軸を有する楕円形の掘
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第77園 平 ・ 断面図 (5= 1 /1∞) 
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形(長軸約 O. 6m 短軸約 O. 3m) を呈する。 深さは約 lOcmで、 埋土はブロ ッ ク 土の単層で、ある。 南北に

並ぶ 302 ・ 303 土坑は 、 概ね東西に主軸を有する楕円 形の掘形(東西長 1. 5m以 上 南北長約 1. 1m) が推

測 される。 深さは約 10 cmで、 埋土はブロ ッ ク 土の単層であ る。 この内 302 土坑か ら は 、 弥生時代後期に

ま で遡る可能性が 考え られる土器の 細片が出土した (図化は不可) 0 21 3'-""'215 柱穴は、 掘形が 円 形(宅猷句

O. lm) を呈する も ので、 深さは約 10 cmを測る。 埋土はブロ ッ ク 土の単層であ っ た。 出土遺物はな し。

【検出遺構】 1 04 土坑出土遺物 1 ，-....，1 4 は古式土師器。 1 ，-....， 5 は墾。 いずれも 口樹齢附内厚 し 、 頭

部内面はケズ リ 後横ナデによ り 鈍角 を成す個体群であ る。 調整は 、 概ね 口縁部が横ナデ、 体部外面がハ

ケナデ、 内面がケズ リ であ る。 2 については、 口縁部内面が横位ノ、ケナデ、 体部内面がナデ と やや異な

る。 口径は 13'-""'14 cmである。 6 '-""' 8 は壷と 考え られる。 6 は 口径25. 0 cmを測る個体で、 鉢の可能性も

あ る。 体部中位に焼成後の穿孔が認め られる。 7 . 8 は複合 口縁壷。 7 は 口 径が 14. 4 cmを測る個体で、

口頭部内面には横位ケズ リ が施される。 8 は体部が球形を呈する個体である。 口縁部外面は横ナデ、 内

面が横位 ミ ガキを施すほか、 体部外面はハケナデ、 内面はケズ リ が行われる。 口 頚部 と 口縁部の変化点

には沈線が 1 条巡る。 6 ，-....， 8 は山陰地域か ら の搬入品の可能性が高い。 9は小型丸底土器であ る。 口縁

部は内湾気味に伸び、 口径は 9. 4 cmを測る。 体部は偏球形を呈する も の と 思われる。 1 0 は小型有段鉢。

口 径は 16. 2 cmであ る。 内外面 と も に横位 ミ ガキを密に施す。 1 1 ，-....，1 4 は高杯であ る。 1 1 ・ 1 2 は有稜高杯

九三三 1

、主長吾VJ1 0

\こιノ:1
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出弓7

�1� 
卓三斗 14

第78園 出 土遺物実測図
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である。 いずれも稜の退化が著 しい。 1 1 の 口径は 14. 6 咽である。 13 ・ 14 は佐状部から裾部へと緩やか
な曲線を描き なが ら移行する個体である。 栓状部外面の調整は板ナデである。 14 の柱状部下方には 3 方
から穿った円形透孔が存在する。 これらの遺物の帰属年代は古墳時代前期 (布留式湖中相) と考え られる。

( 3 ) ま と め : 古墳酎t前期については、 104 土坑が特筆される。 遺構の性格や規模は不明であるが、
完形の費をは じめ とする多く の古式土師器が出土 してお り 、 本調査地一帯が当該期の居住域に位置 した
可能性が高く なった。 今回の調査地の東l隣に位置する K S 96-35 調査地では、 竪穴住居や掘立柱建物が
検出 されてお り 、 居住域の広が り を知る上で注 目 すべき成果と言える。

古代については、 K S 96-35 調査地で居住域に伴 う 井戸や土坑が検出 されてお り 、 今回 2 区において柱
穴が検出 された こ と から、 居住域が さ ら に西に展開 している こ と が明 らかになった。

中世に関しては、 古代同様、 K S 96-35 調査地において、 居住域に伴 う 井戸や士坑が検出 されている。
今回の調査では 2 区で当該期の遺構を検出 してお り 、 届住域が西に広がっている可能性が高 く なった。

【参考文献】
・ 原田昌貝IJ匝∞8 fm 小阪合遺跡第35次調査(K S鉛-35) J W小阪合遺跡 (財〉 八尾市文化財調杢研究会報告116.1 (財7 八

尾市文化財調査研究会

17)小阪合遺跡(2010ー105)の調査

( 1 ) 調査地 : 青山町四丁 目 253、 255、 256 (第35図参冊
(2) 調査概要 : 平面規模約 2. 0 X 2. 0m、 面積約 4. 0 nf4 ヶ所(北西から 1 � 4 区 総面轍甘 16. 0 m') 

について、 現地表(T.P. +9. 6�9. 8m) 下 2. 1�2. 6m前後までを調査した。 なお 3 区では、 検出 した井戸
枠取 り 上げのため西側を拡張 した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角点 10D77 (調査地東部 :
T. P 母. 637m) である。

【地層】 0層は客土 ・ 盛土層。 以下現地表下 2. 6m前後までの 10 7m聞において 13 層の基本層序を確
認 した。 1 層は旧作土層 (T. P. +8. 4�8. 7m) 0 2 � 7 層 (T. P. +7. 9�8. 6m) は撹枠された作剖肩で、 時期
は中世~近世であろ う。 3 区 7 層上面が第 1 面である。 8 ・ 9 層 (T. P. +8. 1�8. 3m) は淘汰不良のブロ ッ
ク状で、 作土層考え られる。 時期は不明。 3 ・ 4 区の 10 ・ 11 層 (T. P. +7. 8�8. 1m) は土壌化層で、 上面
が第 2 面である。 4 区 10層は8 0421 埋土の可能性もある。 12層は 3 区で見 られた湿地性堆欄層である。
13 層は河川堆積層で、 1 ・ 2 区では T. P. +8. 0m以下、 3 ・ 4 区では T. P. +7. 2�7. 6m以下で見られた。
【検出遺構】 第 1 面 3 区 7 層上面(T. P. +8. 2m) で南北方向の溝 1 条(8 031 1) を検出 した。 幅60�90四 ・
深 さ約20咽を測る。 耕作関連の溝であろ う 。

第 2 面- 3 区11層上面(T. P. +7. 9m) で井戸 1 基(8 E321) 、 4 区13層上面σ. P. +7. 0m) で落ち込み 1 基
(8 0421) を検出 した。 8 E321 は績協調井戸で、 検出面からの深さは約10 2mを測る。 縦板は丸木の辺材
4 枚で構成されてお り 、 平面形は東西に長い楕円形に組まれている。 掘方は検出部分の状況から隅丸方
形を呈する も の と 考え られる。 枠内埋土は 3層からな り 、 最下層(エ層) から は東海系費( 1 ) が正位で出
土 したほか、 その下位からは布留式傾向費( 2 ) や庄内式費の細片が出土 した。 8 0421 は4 区全域に及び、
調査区外の北東部に肩を有する と ，思われ、 北東から南西方向に落ち込んでいる。 深さ50回以上を測 り 、
埋士は自 然堆積層である 2 層からなる。 古墳時代前期 (布留式湖古相) の土器が多く 出土 した ( 3 �1 2) 。

【出土遺物】 8 E321 ー 1 は S 宇状 口縁の台付費で、 口径11. 6cm ・ 体部最大径20. 0仰を測る。 外面調整
はハケで、 体部は方向を変えて 4 段に施し、 肩部には水平方向の平行タ タ キが残る。 口縁端部内面にも
ハケを施している。 台部は欠損 しているが、 打ち欠きの可能性が考え られよ う 。 2 は外面ハケ調整の布
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A 灰オ リ ーフ色シル ト質粘土~粘土質シル ト互層 ラ ミ ナ状に炭含む
B 目 灰黄色シル ト賀粘土 Fe斑

8 E321 
7 灰色細粒砂~中粒砂混シル ト フ ロ ッ ヲ 状
イ 目 灰色細粒砂~細磁混シル ト ブ ロ ッ ヲ 状
ウ 暗オ リ ーブ灰色細粒砂~細磯混粘土質シル ト
エ 暗灰黄色シル ト 木片多
オ 目 オ リ ーフ灰色細粒砂町粗粒砂混シル ト
力 灰色細粒砂~粗粒砂混シル ト

8 D311 
黄灰色極細粒砂~粗粒砂混粘土質シル ト

ブ ロ ッ ヲ状

フ ロ ッ ヲ 状

平 ・ 断面図 ( 5 = 1 /1 00) 

留式傾向墾で、 口縁端部は内側に小さく 肥厚する。 1 • 2 共に体部外面が煤けている。 これ ら は古墳時

代前期 (布留式古相) に 比定される。 縦板 (W1 ""W4) は、 高さ94""104cm、 幅42""53c皿、 厚さ4"" 6 cmを測る。

下端の切断においては、 胞が外面か ら 、 W4は内外面から の手斧等に よ る打撃痕が明瞭に認め られる。 W1

には柄穴、 W1 • W2 • W4内面の片側の蹴互には、 下端か ら約30cmの位置に台形の割 り 込みが見 られる。

れ ら の縦板は転用材 と 考え られる が、 船で、あっ た可能4性が高い。

S 0421 - 3"" 9は奮である。 3"" 5 は外面ハケ調整の布留式傾向奮で、 内面はへ ラ ケ ズ リ であ る が、

4 は上位にハケを施している。 6 はやや肩平な底体部で、 外面はナデ調整であ る。 7 . a は形態的に四

国東部産 と 考え られる。

9は ミ ニチュ アの東海

系費で、 口径6. 0 cmを

測る。 外面調整は粗い

ノ、ケで、あ る。 1 0 は広口

壷であ る。 1 1 はへラ ミ

ガキ調整の精製の小形

有段鉢。 1 2 は山陰系の

複合口縁大形鉢であ る。

体部外面ハケ調整で、

底部外面は煤けている。

(3)まとめ : 東の

3 ・ 4区では周辺の調
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査地 と 同様、 古墳時代前期 (布留式湖古相) の遅摘が検出された。 出土遺物を見る と 他地域か ら の搬入品

の 占 め る割合が高い。 5 E321 か ら は河内地域では類例の少ない東海系警が出土 し 、 ま た 5 0421 から も

四国系警の他、 小型の東海系奮が出土 してお り 特筆される。 西の 1 ・ 2 区で、は遺物 も 見 ら れなかっ た こ

と か ら、 当該期の集落域か ら外れてい る可能性があ る。

【参考文献】
・高萩千秋1987 I第4 章 小阪合遺跡第 3 次調査J �小阪合遺跡 (財)八尾市文化財調査研究会報告1111 (財)八尾市文化

財調査研究会
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18) 渋川廃寺 (20 10-95)の調査

( 1 ) 調査地 : 春 日 町 1 丁目8 番2

照)

(第33図参

( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 2. OX 2. Om、 面積

約 4. 0 rrf 1 ヶ所、 約 2. 5 X 2. 5m 、 面積約 6. 25

rrf 2 ヶ所の 、計 3 ヶ所(総面積約 16. 5 rrf) につい

て 、 現地表 (T. P. +9. 75m 前後) 下 1. 5""'2. 5m 前

後までを調査 した。 調査で使用 した標高は 、 八

尾市街 区多角 補 助点 2014 A (調査地北西 :

T. P. +9. 747m) であ る。

【地層】 現地表下 O. 8m前後ま で、は、 客土 ・

盛土層 ( 0 層) 。 以下現地表下 2. 5m前後までの

1 .  7m聞において 5 層の基本層序を確認した。 1

層は旧作土層 (T. P. +8. 8""'8. 9m) である。 2 層は

近世~近代の作土層であ る。 3 層は中世頃の作

土層の可能性が高い。 瓦 片が 少量混在する。 4

層 は 古 代 ~ 中 世 の 遺 物 を 含 む 土 壌 化 層

(T. P. +8. 4m 前後) で、さら に 4 層に 細分でき た。

5 層は河川堆積層であ る。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 検出遺構はな し。 出

9. 0m 

8. 0m 

2 区北壁

。

ι三子ヱ3 �I� 向
4十EB=二三二=エプ噌2

5 

3 区北壁

三三三三三杢土ヨJ ー二B二二二と二空三「→ H

0 : 客土 ・ 盛土層
暗灰色粗粒砂~細礁混粘土質シル ト (旧作土層)

2 : オ リ ーフ灰色粗粒砂~細磯混粘土質シル ト (作土層)
3 : 灰オ リ ーフ色組粒砂町極粗粒砂混粘土質シル トーシル ト (作土層)
4 : にぷい黄禍色~黒褐色組粒砂~細礁混粘土質シル ト ~ シル ト (土壇化層)
5 : にぶい褐色粗粒砂~細磯 (河川堆積層)
S : オ リ ーフ灰色組粒砂町細礁混粘土質シル トーシル ト ( 2 層系鋤溝埋土)
話器 1 区は、 現地表下-1 . 5m (調査掘削深度) まで撹乱のため、 断面図は割愛 した。

第84図 断面図 ( 8 = 1 /1 00) 

F壬プ� 1
とご ゴ 亡ミJ 2 、霊警;;J!3

O ( 1  : 4) 1 0cm 

第85図 出 土遺物実測図

土遺物は、 1 ""' 3 層内か ら 少量の 瓦 細片のほか、 4 層か ら は古代~中 世の土師器や須恵器、 黒色土器、

瓦 器、 瓦 の 細片が出土 した。 この内 図化でき たのは 4 層出土の 3 点であ る。 1 は須恵器の杯蓋で、 稜は

形骸化が進んでいる。 口 径は 14. 0 cmであ る。 6 世紀前半の所産であ る。 2 は黒色土器(内黒) の椀 と 推測

される。 高 台は断面三角 形を呈 し 、 高い。 帰属年代は 9世紀後半と推測される。 3は 瓦 器の皿。 内 、 外

面 と も に ミ ガキ を密に施すほか、 見込みに は斜格子状に暗文を加える。 口 径は 9. 4 cmを測る。 11 世紀代

の所産 と 推測される。

(3) まとめ : 今回の調査地は 、 渋川廃寺中，じゅH藍の 南東付近に位置する こと か ら 、 寺院関連遅捕の検

出が期待されたが 、 結果は上記の通 り であ っ た。 4 層土壌似曹に含まれる遺物が 、 古代~中 世に帰属す

る こと か ら 、 4 層下面が渋川廃寺存続時期の対応面になる こと が予測される。 しか しなが ら 、 4 層に包

含される遺物が少ないことや、中 世以降の作土層であ る 1 ""' 3 層に も 、混在する遺物が少ないこと か ら 、

渋川廃寺の伽藍は、 今回の調査地ま では広が ら ない可能性が高 く なっ た。

【参考文献】
・ 坪田真一 ・金親満知004 �.渋川廃寺

財調査研究会
第2 次調査 第 3 次調査 (財)八尾市文化財調査研究会報告79� (財)八尾市文化
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19) 成法寺遺跡(20 10-65)の調査

( 1 ) 調査地 : 高美町 1 丁目

10- 2 (第36図参照)

( 2 ) 調査概要 : 平面規模約

3. OX 3. Om、 面積約 18. 0 rrl 
2 ヶ所 (西か ら 1 ・2 区) につ

いて、 現地表 (T. P. +8. 7 m 前

後) 下 3. 0 m 前後 ま で を調査

した。 調査で使用 した標高は、

八尾市街区多角 補助点 1049

A (調査地北東に位置する青

山 町 交 差 点 北 西 隅

T. P. +8. 461m) である。

【地層】現地表下 0. 8m前後

ま では、 客土 ・ 盛土層 ( 0 層)

であ る。 以下現地表下 3. 0m

9. 0m 
1 区南壁

8. 0m 

'.�三三三塁
Om 4 .�壬空手

1

@ 
S K  1 

木材

o ( 1  : 100) 2 m  

第86図

2 区北壁

0 : 客土 ・ 盛土層
灰色粗粒砂~細礁混粘土質シル ト ~ シル ト (旧作土層)

2 : 暗オ リ ーフ灰色~灰黄禍色
粗粒砂~細目慣混シル ト質粘土~シル ト (作土層)

3 : 褐色~褐灰色粗粒砂~細礁混粘土質シル ト (作土層)
4 : 黒褐色シル ト賀粘土~粘土質シル ト (土壌化眉)
5 : 黒褐色~にぷい貴褐色シル ト質粘土 (土壌化層 ・ 遺物包含層)
6 : 暗灰色~黒色シル ト質粘土 (湿地性堆積層)
7 : 褐色町灰色粘土質シル ト~中粒砂 (河川堆積層)
S K  1 ① 褐灰色シル ト質粘土~粘土質シル ト ブ ロ ッ ヲ

② 黄褐色シル ト質粘土
S : 灰黄禍色粗粒砂~細磁混粘土質シル ト シル ト フ ロ ッ ヲ

平 ・ 断面図 ( 8 = 1 /1 00) 

前後ま での 2. 2m聞において 7 層 の基本層序を 確認した。 1 層は 2 区で確認した旧作土層 (T. P. +7. 8"'"' 

7. 9m) である。 2 層は近世以降の作土層の可能性が高い。 3 層は中世以降の作土層で、 古式土師器や土

師器、 須恵器の 細片が混在する。 4層は酸化マ ンガン斑の沈着が顕著な土壌化層で、あ る。 1 区では古墳

時代中期末頃に帰属する S K 1 を検出 した。 5 層は 1 区確認の古式土師器包含層 (T. P. +7. 0"'"'7. 2m) であ

る。 6 層は 1 区に柄生する湿地性堆積層であ る。 7 層は 2 区で確認した河川堆積層である。

【検出遺構】 1 区の 4層上面において S K 1 を検出 した。 南側が調査区外に至る ため、 全容は不明で

あ る が、 概ね南北に主軸を有する楕円 形(長軸 : 1. Om以上 短軸 : 約 0. 9m) を呈 していた と 推測される。

深さは約 0. 3mで、 埋土は 2 層 (上か ら①・②層) に区分でき た。 この内①層か ら は完形の須恵器壷が出

土 した。 遺構の帰属時期は古墳時代中期末 と 推測 される。 なお、 本遺構か ら は、 掘形の長軸に並行する

よ うに木材が出土 した。 木材は、 板枠な どの構造物の残片の可能性が 考え られる。

【出土遺物】 5 層出土遺物 1 ・2 は、 古

式土師器である。 1 は蜜。 口縁部は直線的に

上外方に聞 き 、 端部が丸 く 終息する個体であ

る。 頚部内面はナデに よ り 屈 曲が鈍い。 2 は

復元 口径が約 18 cmを測る鉢であ る。 内面には

煤が付着 している。 両者 と も に古墳時代前期

新相の所産 と 考え られる。

S K  1 出土遺物 3 ・ 4 は須恵器。 3は杯

身。 底部は深く 、 丸みを もっ。 口縁部は若干

内に傾き なが ら立ち上が り 、 立齢Bには段を形

成する。 体部外面の 回転へラ ケズ リ は 2 /3 に

及ぶ。 4 は車 体部中位にはカ キ目が、 下位

には平行タ タ キが施される。 両者 と も に 5 世

紀末の所産であ る。

??〈1ミヨ:
し三下�í2

o 
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( 3 ) ま と め . 今回の調査では、 西に位置する 1 区において、 古墳時代中期末の遺構(5 K 1 ) と 古墳時
代前期新相に比定される遺物包含層を検出する こ と ができた。 この内、 前者については、 遺構の構築基
盤層 と考え られる 4層が、 2 区にも存在する こ と から、 付近一帯に当該期の遺構群が展開 している可能
性が高く なった。 一方後者については、 2 区でその広が り が認め られないこ と から、 調査地の西方に遺
構群の分布を想定する こ と ができ る。 こ の場合、 2 区で確認された 7層河川堆積層が、 当該期の遺構群
の東を区画している こ と が予測される。

【参考文献1

・ 亀島重則1鈎0. 3 �.成法寺遺跡発掘調査灘硬 ・ v� 大1闘争教育委員会

20) 成法寺遺跡(2010-165)の調査

( 1 ) 調査地 ・ 南本町二丁 目 39番 2 (第36図参冊
( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 2. 5 X 5. 0m、 面積約 12. 5 ni' 1 ヶ所について、 現地表 (T. P. +8. 9m前後) 下

l. Om前後ま で を調査 した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角補助点 3 C 469 (調査地南西 :
T. P. +9. 153m) である。 なお、 調査地東端を南北に伸びる下水道管埋設溝内において、 井戸を 1 基確認し
たため、 この遺構のみ調査を行った。

【地層】 現地表下 O. 2m前後までは、 客士 ・ 盛士層 ( 0 層) 。 以下現地表下 l. Om前後までの O.8m聞に
おいて 5層の基本層序を確認した。 1 ・ 2 層は、 近世頃の整地層 討醐.uされる。 士師器 ・ 須恵器 ' J5i濃
の細片が混在する。 3 ' 4 層は中世頃の土壌出層である。 この内3 層には、 土師器や国告が混在する。
5層は河川 唯積層である。

【検出遺構 ・ 出土遺物] 5 層上面で士坑を 2 基(5 K 1 ・ 2)検出 したほか、 下水道管埋設溝内におい
て井戸を 1 基( 5 E 1 ) 検出 した。 いずれも 中世に帰属する遺構であ り 、 本来の構築基盤面は4層上面と
考え られる。 5 K 1 は、 西部分が調査区外に至るため全容は不明であるが、 概ね円形の掘形(径約 O. 4m)
であった と推測される。 深 さ は、 西壁断面において約 O. 3mを確認した。 埋土はブロ ッ ク 土の単層であ
る。 出土遺物はな い 5 K 2 は、 5 K 1 の南東にi自愛する地点で検出 した。 南西ー北東に主軸を有する

下水道管坦股講酉量 9.0m 西盤
。 ー1

三ι2室三三三三三ナ3Gま 一

今聞の閉査区

A一

⑧

\一一日
号

8.0m ぞ三竺き立
5 

.\S E  1 検出地車 司r

。 ( ， :8(剛 20m
匝由』ーーーーーー

o ( 1 :1曲 2 m
�ー』ーー

\ 
山 γ 曲

2

付

OEttt『tttE

U門

① 晴灰色炭化物混粘土質シル ト 岨物枠肉埋土 o 客土 ・ 盛土層
(2) ， .禍色シル ト-Ii抱粧砂(栂務理主 1 : 1::ぷ1.'.褐色租粒砂m細礎混粘土質シル トm細粒砂{聖地周)
<3l 灰色シル トm橿粗粒砂(温帯埋土 2 : 1:::ぷい黄褐色程.. 砂m細襖混粘土質シルトm細艦砂{益地層)

a 灰貰褐色細磁混シルトm橿租粒砂〈土檀化屠)
4 禍灰色組粒砂ω細噂渥シル トー中粒砂{土.• 化層)
S 灰貧褐色細粒砂ー極組組砂【凋川雄積周)
S K  1 灰色組組砂m細礁混粘土質シルトωシルト
① 灰色担粒砂ω鏑様混粘土質告訴'" トωシルト

調査区位置園 S E 1 平 断面図 圃査区平 断面図

第88図 平 ・ 断面図
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平面楕円形の土坑(長軸 : 約 O. 8m 短軸 : 約 O. 6m) で、 検出面からの深 さ は約 O. 2mを測るo 埋土はS
K 1 と 同 じで、 中世頃の土師器や瓦器の細片が少量出土した。 図化は不可。 S E 1 は、 西部分が調査区
外に至るため、 全容は不明であるが、 概ね平面円形の掘形(径約 1. 5m) であっ た け醐u される。 掘形の
中央付近からは、 平面円形の曲物枠(儲� O. 5m) が検出 された。 断面観察の結果、 S K 1 同様 4 層上面
か ら構築されている こ と を確認した。 深 さ は約 O.6mである。 埋土は 3層から成 り 、 この内①層は曲物
枠内埋士で、 炭化物混粘土質シノレ ト が充填されていた。 ② ・ ③層は、 曲物枠の裏込め士に相当 し、 5 層
を母材と する砂磯ブロ ッ ク 土であった。 出土遺物はな し。

( 3 ) ま と め : 今回の調査では、 中世に比定される遺構を検出 した。 本調査地の南約 130mで行われた
成法寺遺跡第 13 ・ 15 次調査では、 13�15 世紀の居住域を確認しているが、 今回の成果によ り 、 こ の居
住域の北限が、 本調査当也付近にまで広がる可能性が高く なったo

【参考文献1

・ 西村会助 2∞6 f rr  成法寺遺跡第15次調査 (:四5-15)J n財) 八尾市文化財調査潮究会報告90� (財)八尾市文化財調査
研究会
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21 ) 東郷遺跡 α010-76)の調査

( 1 ) 調査地 桜ケ丘 2 丁 目 14番 (第39図参照)
( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 2. 5 X 3. 0m、 面積約 7. 5 rrl l ヶ

所について、 現地表 (T. P. +8. Om前後) 下 2. 5mまでを調査し
た。 調査で使用 した標高は、八尾市街区多角補助点 3 B412 (調
査地南西交差点、 : T. P. +7. 867m) である。

【地層】 現地表下 0. 8m前後までは、 客土 ・ 盛土層 ( 0 層)。
以下現地表下 1. 7mまでに 6 層の基本層序を確認しtco 1 層
は粗粒砂~極粗粒砂が優勢な河川 唯積層である。 2 層はグラ
イ化が顕著なシル ト質粘土で平瓦片 ・ 士郎器片の 2 点が出土
している。 3 ' 4層はシル ト 質粘土~粘土質シル ト の層相で
無遺物層である。 5 層はMn斑が認め られる シル ト質粘土で

8.Dm 北霊

7.0m 

6.Dm 

o 

iてニ二互三三三デ1
」一 3
'--- 4 面一一ーでアト一一

6 

011 客土 ・ 盛土'
1 周 波黄色担粒砂ω橿姐粒砂{潤川堆積層)
2 層 膏灰色�)" ト寅粘土【グライ化 ・ 瓦 田 土師器片遷曜}
3層 明育灰色粘土質シルト (グライ化)
4周 縁灰色シルト質粘土( F ・)
5周 にぷい褐色シル ト寅粘土(Mn)
6層 灰白色鯛隅砂〈河川堆積層)

第89園 断面図 ( 8 = 1 /100) 

ある。 6 層は細粒砂が優勢な河川堆積層で 0. 6m以上を説uる。 層中よ り 古墳時代中期の須恵器杯蓋の細
片が出土している。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 検出遺構はな し。 出土遺物は、 2層から平瓦片、 土j師器椀細片が、 6層から
古墳時代中期の須騨耕、蓋片が少量出土した。 いずれも図化はでき なかった。

( 3 ) ま と め : 今回の調査当也点に東接する地点では、 昭和 62-63 年度にかけて大阪府教育委員会によ
る楠根川改修工事に伴 う 東郷遺跡の発掘調査が実施されている。 調査地点の東部付近がその調査の第 8
調査区にあた り 、 室町時代前後を埋没時期 とする楠根川の旧河道が検出 されている。 今回の調査で検出
した 6 層が大阪府の調査で検出 された河川堆積層(28 層) と レベル的に対応する もの と推定される。 した
がって、 2 層から は北西に5iÏl妥 した東郷廃寺に関連 した平瓦片および士郎器椀片が出土しているが、 旧
河川上部の堆積が室町時代以降に想定されるため二次堆積の遊間蝿物 と推定される。

【参考文献】

・ 奥 和之他1983 �.東郷酒跡発掘調査概要 ・ I � 大阪府教育委員会

22) 東郷遺跡 α010-221)の調査

( 1 ) 調査地 ・ 光町一丁 目必番 ・ 49番 (第39図参照)
( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 2. 0 X 2. 0m、 面積約 4. 0 rrl l ヶ所、 平面規模約 2. 5 X 2. 5m、 面積附 6. 25

rrl 2 ヶ所の計 3 ヶ所(総面積約 16. 5 rrl) について、 現地表 σ. P. +7. 7-7. 8m) 下 1. 5-2. 5mまでを調査 し
た。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角補助点 1038A (調査地南東交差点 : T. P. +7. 287m) である。

【地層】 現地表下 0. 9-1. 2m前後までは、 客士 ・ 盛士層 ( 0 層) 。 以下現地表下 2. 5m前後までの 1. 3
-1. 6m聞において 7層の基本層序を確認 した。 1 層は旧作土層 (T. P. +6. 6-6. 8m) である。 2 ・ 3層は
中世以降の作土層の可能性が高い。 土師器や用量の細片が混在する。 4層は土師器の混在する土樹U雇
(T. P. +也. 2-6. 3m) であるロ 5 層は土壌化層 (T. P. +6. 1-6. 2m) である。 6 層 は河) 1 1堆積層 (T. P. +6. 1m) 
である。 7 層は湿地性堆積層である。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 3 区の 6 層上面において土坑を 1 基(5 K 1 ) 検出 した。 西部分と 南部分、 東
部分が調査区外に広がるため、 全容は不明である。 検出親族は、 東西長が 2. 5m以上、 南北長が 1. 5m以
上を測る。 深さ は 25 咽前後で、 2層から成るブロ ッ ク 士が充填されていた。 出土遺物は、 土師器の細片
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が 1 点(図化は不可) であった。
その他、 出土遺物について

は、 1 � 3 層作士層から士師
器や亙冶財宝少量出土したほか、
4 層土壌化層から も 土師器が
少量出土したが、 いずれも細
片であ り 、 図化はできなかっ
た。

( 3 ) ま と め : 今回の調査地
周辺を見 る と 、 東において 64
次調査が行われたほか、 北で
は第 17 ・ 21 ・ 28 次調査が、 南
では第 14 ・ 16 ・ 40 次調査が実
施 され、 古墳時代前期を中心
と した遺構、 遺物が検出されている。 今回の調査では、 6 層間 1 [堆積層の上位に存在する 5 層土壌化層
が、 当該期に形成された地層 と考え られる。 3 区検出のS K 1 は、 5 層に帰属する遺構 と 推測 される こ
と から、 周辺の調査同様、 当該期の遺構が本調査地にも展開している可能性が高 く なっ た。 特に北隣に
位置する第 17 ・ 21 ・ 28 次調査地では、 墓域の存在が確認されてお り 、 その関連性が注 目 される

ー
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( 1 ) 聞査地 ・ 桜ケ丘一丁 目
92番 ・ 90番 2 (第39図参冊

( 2 ) 調査概要 : 平面規模約
2. 0 X 2. 5m、 面積約 5. 0 rrl 3
ケ所(総面積約 15. 0 rrl)につ
いて、 現地表(T. P. +7. 8�7. 9 
m前後) 下 2. 0m前後までを
調査した。 調査で使用 した標
高は、 八尾市街区多角補助点
3 B 405 (調査地北東T字交差
点 : T. P. +7. 787m) である。

【地層】 現地表 0. 3�0. 9m
前後までは、 客士 ・ 盛士層 ( 0
層)。 以下現地表下 2. 0m前後
までの 1. 1�1. 7m聞 におい
て 4層の基本層序を確認した。



1 層 は島畑の作土層 (T. P. +7. 5�7. 6m) である。 3 � 4 層に細分可能である。 土師器や須恵器、 瓦器の細
片が混在する。 2 層は、 1 ・ 2 区確認の整地層 (T. P. +7. 1�7. 2m) と 考え られる。 層厚は O. 1�0. 2mを
測る。 3 層は黒色の土壌化層(T. P. +6. 9�7. Om) である。 4 層は、 ラ ミ ナ構造の発達 した河川 |堆積層
σ. P. +6. 7�6. 9m以下) である。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 1 区の 2層上面において柱穴を 1 個 (柱穴 1 ) 検出 した。 柱穴 1 は、 掘形平面
形状が楕円形~隅丸方形(長軸 ・ 0. 6m 短軸 ・ 0. 45m) を量する も ので、 中央やや北西よ り において径
0. 2mの柱痕跡を確認した。 掘形埋土には土冊欄片が少量混在 していた。 帰属年代は古代と 考え られる。

( 3 )  ;ま と め . 今回の調査では、 調査地の北部~中央部に設定 した 1 ・ 2 区において、 2層整地層を確
認 したほか、 こ の上面よ り 柱穴を 1 個検出 した。 柱穴は、 形状や規摸から古代に帰属する可能性が考え
られ、 本調査地の東約 30mで実施のT GT99- 1 調査で検出 された奈良~平安時代の集落に関連する も
の と して特筆される。

【参考文献】
・ 高萩千秋1蜘 fXN 東灘遺跡 悌52次調萄J � (財) 八尾市文化財調査滞開会報告60� (財〉八尾市文化財調査研究会

24) 東郷遺跡 α010-177)の調査

( 1 ) 調査地 ・ 東本町一丁 目 79 (第39図参冊
( 2 ) 調査概要 : 平面規模約2. 5 X 2. 5m、 面轍見 25nf l ヶ所について、 現地表 σ. P. +8. 8m前後) 下2. 0

m前後までを調査した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角補助点.3 C366 (調査地西20m地点 .
T. P. 十8. 臼6m) である。

【地層】 盛士はO. 2m前後で、 0. 4�0. 8mfこ及ぶ撹乱が見 られる。 1 層は赤褐色濃混砂質シル ト。 上面の
標高は8. 5�8. 5m程度で、 本層上面で近世の遺構を捉えた (第 1 面)， 2 ・ 3層は整地層の可能性がある。
3 層上面で中世の遺構を捉えた(第 2 面)， 4 ・ 5 層出ハずれも河川堆積層である。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 1 層上面で怯、 西壁北端で土坑8 Kl0l を検出 した。 幅(街0. 9m ・ 深さ O. 7 
m程度を確認した。 底に瓦 ・ 釘などが埋まっていた。 調査中、 4 層から多量の湧水があった。 おそ ら く
井戸であろ う 。 3 層上面では、 調査区南東部で土坑8 K201 、 西端で溝8 D201 を検出した。 8 K201 は
方形で、 東西 0. 75mX南北 1. 5m程度を検出 した。 深 さ は 仏 3m程度である。 埋土は茶褐色割償シル ト
に黄褐色粘土質シル ト のブロ ッ ク が混入する。 土師器 ・ 瓦器な どが少量出土 している。 8 D201 は幅0. 5
m程度を検出 した。 深 さ は 0. 5血を測る。 埋士は茶褐色磯混砂質シル ト、 士師器 ・ 瓦質羽釜な どが出土
した。 酉霊 d憧

\ 4ニz一一一一河ヤ， '� r吋第 t 面

8.0m \戸子主 巴 - .�言こE二�..2薗
下一一て \JL三討 中

( 3 ) ま と め : 今回の調査では、 現
地表下 0. 2�0. 7m程度の浅い部分
で中近世の遺構を確認する こ と がで
き た。 最下で確認した 4 ・ 5層は、
古長瀬)1 1から派生する埋没河) 11で、
南北に流下してお り 、 こ の埋樹可)1 1
が、 調査地周辺の中世以降の基盤層
と なっ てお り 、 現在の集落と重複し
ている こ と が判った。
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25) 中 田遺跡(20 10-1 4 2)の調査

( 1 )調査地 : 八尾木北二丁目55 番2 (第41 図参照)

(2 )調査概要 : 平面規模約 2. 0 X 4. 0m、 面積約 8. 0

rrl l ヶ所について、 現地表 (T. P. +11. 6m前後 )下 2. 2m

前後ま でを調査 した。 調査で使用 した標高は 、 八尾市

街区多角 補助点 10 E04 (調査地 南西交差点 南西角 :

T. P. +10. 214m )である。

【地層】現地表下 O. 7m前後まで、は 、客土・盛土層 ( 0

層 )。 以下現地表下 2. 2m前後までの 1. 5m聞において

10 層 の 基本 層 序 を 確 認 し た 。 1 層 は 旧 作 土層

(T. P. +9. 8�9. 9m )であ る。 2 層は 近世頃の作土層の可

能性が高い。 3 層は中世頃の作土層 と 推測される。 土

師器や瓦 器が混在 し、 4層に細分でき た。 4層は層厚

約 lOcmの河川 堆積層で、ある。 5 • 6 層は湿地性堆積層

であ る。 7 層は黒褐色を帯びた土壌化層 (T. P. +8. 8�8. 9m )で、 作土層の可能性が高い。 8 層は湿地性堆

積層であ る。 9層は古墳時代初頭頃の土壌似冒 (T. P. +8. 5�8. 7m)であ る。 古式土師器や炭化物を多く 含

む地層で、 遺構内埋土の可能性も 考え られる。 10 層は湿地性堆積層で、ある。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 検出遅封書はな し。 出土遺物は、 3 層から 中 世頃の土師器や瓦 器が出土 したほ

南壁

1 且 Om
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か、 9 層から は古墳時伶初頭~前期に帰属する古式土師器が出土 した。
3 層出土遺物 1 � 3 は瑞樹鬼 いずれも 口径が 14�15 岨を測る ものである。 外面は、 指頭整形後ナ

デ調整を行い、 粗雑な ミ ガキが施される。 内面は粗雑な ミ ガキが見える ほか、 3 の見込み部分には平行
暗文が加え られる。 3 には退化の著 しい高台が付 く 。 概ね 14 世紀代の所産である。

9 層出土遺物 4 �15 は弥生~古式土師器である。 4 � 7 は曳 4 は庄内式、 5 は布留式、 6 は布留
系に分類される個体である。 7 は 口i縁端部が受け 口 を成す個体で、 搬入品の可能性が高い。 8 �13 は高
杯。 B は内、 外面と も に密 に ミ ガキが施された個体で、 内面には漆の よ う な付着物を認める。 9 �1 1 は
柱状部と裾部に変化点が存在する個体である。 1 3 は弥生後期に帰属する個体で、 胎土に角 閃石が混在す
るロ 14 ・ 1 5 は大型の壷と十醐u される。 14 は二重口縁壷ー 口径は 24. 7 岨を測る。 1 5 は山陰地峨からの搬
入品 と考え られる。 口径は 32. 8 価。 鉢の可能性も考え られる。

( 3 ) ま と め : 今回の調査では、 古墳時代初頭~前期に比定される 9 層土壌化層の検出が特筆される。
9 層上 ・ 下面において遺構の有無を確認した と こ ろ、 遺構は認められなかった。 したがって、 調査では
9 層を古式土師器包含層 と見な したが、 遺物の出土状況や出土量から推測する と 、 遺構内埋土に相当す
る 可能性が高い。 周辺で調査が行われる際には注意されたい。

【参考文献1

・ 潜 斎1993 r1. 中日遺跡(91-353) の調劃 『八尾市内遺跡平成4年度発掘調査報告書E 八尾市文化財調査報告沼 平成4

年度公共事業』 八尾市教育委員会

26) 中 田遺跡 α010-198)の調査

( 1 ) 聞査地 ・ 刑部一丁 目 88番2 (第40図参冊
( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 2. 0 X 2. 0m、 面積約 4. 0

nf l ヶ所について、 現地表 (T. P. +10. 75m前後) 下 2. 0
m前後までを調査対象と した。調査で使用 した標高は、
八尾市街区多角 補助点 10 D 70(調査地北西部 :
T. P. +10. 439m) である。

【地層】 現地表下 0. 5m前後までは、 整地に伴 う 客土

11.0m 

10.0m 

9.0m 
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一一一一一一一一一一 2層 滋賀色砂質シルト(F ・ )

o 3周 灰白色砂質シルト(F . )  
fーーへ-"'ーイ 4. : .貧色砂寅シルト
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τ 青二二二ヲ4 6層 禍灰色砂寅シルト【M " )

」 面 (;奈良時代の遺物包含眉)，--_-7____-' 7周 灰色シルト質粘土

第95図 断面図 (8= 1 /1∞) 

( 0 層) である。 以下、 地表下 1. 25mまでに基本層序を 7 層確認した。 1 層は作土層。 2 ・ 3層は砂質シ
ル トで酸化鉄斑が認め られる。 4 ・ 5 層も砂質シル トである。 6 層 (T.P. +9. 2�9. 4m) はMn斑が認め ら
れる褐灰色の砂質シル ト。 奈良時代後期以降と推定される土師器や須恵器の細片を含む。 7層は層厚が
0. 4m以上の灰色シル トである。

【検出遺構 ・ 出土遺物] 6 層で土師器 ・ 須恵器を包含する地層を確認したロ 土器類はすべて細片化 し
てお り 、 時期を明確に し得たものは少ないが、 おそ ら く 奈良時峨期のも の と推定される。

( 3 ) ま と め : 6 層が奈良時代後期の遺物包含地層である こ と を確認 した。 調査地例愉 50mの地点で
は、 昭和 田 年に中田遺跡第 1 次調査が行われ、 T.P. +8. 2�8. 4m前後で、 弥生剛t後期後半の遺構が検
出 された。 これらの調査成果から、 こ の付近では弥生時代後期~奈良時代の聞に約 1. Omlこおよぶ堆積
層が形成された こ と が想定され、 当地の下層でも弥生時代後期の包含層が存在する可能性がある。

【参考文献1

・ 成海佳子19飽 r24中日遺跡(第 1 次調萄J W八尾市文化財調査研究会年報 昭軍団2年度 (財)八尾市文化財調査研究会報

告16� (財〉八尾市文化財調査潮究会
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27) 中 田遺跡(20 10-257)の調査

( 1 )調査地 : 刑部四丁目110番 1 ・ 112番の各

一部 (第40図参照)

( 2 )調査概要 : 平面規模約 2. OX 2. Om 、 面積

約 4. 0 rrí 2 ヶ所について、 現地表 (T. P. +10. 9m

前後)下 2. 0m 前後までを調査 した。 調査で使用

した標高は、 八尾市街区多角 補助点 3D 104 (調

査地北西 : T. P. +10. 594m )であ る。

【地層】 現地表下 O. 7m前後ま では、 客土 ・ 盛

土層 ( 0 層 )。 以下現地表下 2. 0m 前後までの 1. 3

m聞において 11 層の基本層序を確認した。 1 層

は旧作土層 (T. P. +10. 1m)である。 2 ---- 4層は近

世頃の作土層である。 5 層は 1 区確認の 中 世遺

物包含層 (T. P. +9. 6m )であ る。 6 ・ 7 層は 2 区

で確認した 中 世遺物包含層 (T. P. +9. 8m )である。

8 ----10 層は湿地性堆積層である。 11 層は河川 堆積層である。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 検出遅封書はな し。 出土遺物は、 5 ---- 7 層 中 世遺物包含層か ら 、 土師器や須恵

器、 瓦 器、 瓦 質土器が出土 した。 この内図化でき たのは 5 層か ら 出土 した 4点であ る。 1 は土師器高杯

の柱状部細片である。 柱状部に面取 り (10 面)が行われる個体で、 概ね奈良時代の所産である。 2 は大和

産の土師器羽釜であ る。 口縁部が 「 く 」 の宇状に大き く 屈 曲する個体で、 断面三角 形を呈 した退化の著

しい小さな鍔を張 り 付けている。 口径は 30. 0 ClIlO 3 ・ 4 は河内産の 瓦 質土器羽釜であ る。 いずれも 口縁

部は内湾 し、 立高部には平坦面を 形成する。 調整は 、 外面が横ナデ、 内面がハケナデや板ナデである。

径は3が 28. 2 cm、 4 が 30. 1 cmを測る。 2 ---- 4 は 14 世紀代の所産 と 推測 される。

(3)まとめ : 今回の調査では、 T. P. +9. 6----9. 8mlこおいて、 14----15 世紀に 形成された と 推測 される 5

---- 7 層 中 世遺物包含層を確認する こと ができ た。 この内 1 区に存在する 5 層は、 ブロ ッ ク 土で構成され

ている こと か ら 、 遺構埋土の可能性が高い。 周辺ではN T94-28 次調査が実施されてお り 、 当地一帯に

中世集落が展開 している可能性を指摘 してい る が 、今回の成果はこれを裏付け る成果 と して特筆される。

口

Om 区東壁 2 区北壁

三己主三三:
し一三一/斗 S/ 9 

三正ゴ 「三玉二つ
0 客土 ・ 盛土層
1 暗灰色組粒砂~細磁混粘土質シル ト (1自作土層)
2 オ リ ーブ灰色粗粒砂~細様混粘土質シル ト ~ シル ト (作土層)
3 にぷい貴樺色粗粒砂~細磁混粘土質シル ト ~ シル ト (作土周)
4 褐灰色組粒砂~細磁混シル ト~中粒砂 (作土層)5 黒褐色組粒砂~細様混粘土質シル ト ~ シル ト (遺物包含層)
6 灰貴褐色粗粒砂~細磯混粘土質シル ト (遺物包含周)
7 黒褐色組粒砂~細磁混粘土質シル ト (遺物包含眉)
8 黒褐色シル ト賀粘土~粘土質シル ト (湿地性堆積層)
9 にぷい貴樺色細磯町中磁混シル ト質粘土~粘土質シル ト (湿地性堆積層)
10 暗青灰色シル ト質粘土~粘土質シル ト (湿地性堆積層)
1 1  灰色シル ト~細粒砂 (河川堆積層)
s 灰色粗粒砂町細磯混粘土質シル ト ~ シル ト (鋤溝埋土)

第96図 断面図 ( 5 = 1 /1 00) 

10. 0m 

9. 0m 

【参考文献】
・ 西村公助1995 iV 中 田遺跡(第28次調萄J � 中 田遺跡 (財〉八尾市文化財調査研究会報告49� (財〉八尾市文化財調査訪問
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28) 中 田遺跡 α010-315)の調査

( 1 ) 調査地 八尾木北三丁 目 225番 2 (第41 図参冊
( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 2. 5 X 2. 5m、 面轍甘 6. 25 nf l ヶ所について、 現地表(T. P. +10. 6m前後)

下 2. 5m前後までを調査した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区補助点 3E042 (調面倒E東 20m地点 .
T. P. +10. 371m) である。

【地層】 0 層盛土層は約 1. 0mあ り 、 以下には 1 層旧作土層、 2 層床土層がある。 3 ・ 4 層は粗粒砂
~礁が混じ り 、 5層には炭 ・ 土器の4、破片が含まれる。 6層が遺構ベースで、 7層は河川堆積層である。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 5 層からは、 弥生時
代後期~古墳時代前期の土器片が、 炭 と と も に
出土している こ と から、 5 層は当該時期の遺物
包含層、 6 層が遺構ベースを構成する も の と 考
え られる。

( 3 ) ま と め : 今回の調査では、 現地表下 2. 0
m前後で弥生時代の遺構面および遺物包含層を
検出 した。 周辺でも当該時期の遺構 ・ 遺物を検
出 している こ と から、 当遺跡では、 当該時期の集落が広範囲にわたって存在してい る も の と考え られる。

可 思灰色磁混粘主賓シル ト
2 膏灰色磯混'自主賓シル ト
S 膏灰色欄混担租砂
4 灰褐色租粒砂混粘土質シル ト
5 禍色砂質シル ト [民混じる)
e 灰褐色組組砂混砂質シル ト
7 尿青色組組砂-.

断面図

9 m af三主主Z戸一--.一�

第98図

商量

(財)八尾市文化財調査研究会報告49� (財〉八尾市文化財調査研中田遺跡(第 6 次調劃 J W中田遺跡

中日遺跡第 7 次調査 制T百1-o7)J H財7八尾市文化財調査新究会報告弘H財7八尾市文化財調査研究

98 

同司

日明

朗

昨

捌

文

話

量

荘

隣…
宮町
一刷
会



29) 束弓削 遺跡(2009-481)の調査

( 1 ) 調査地 都塚 1 丁 目 37番 (第42図参冊 北壁一
14.0m 0-1 

( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 2. 0 X 2. 0m、 面積約 4. 0 rrl l ヶ所について、
現地表(T. P. +14. 4m) 下 2. 5mまでを調査した。 調査で使用 した標高は、 八
尾市街区補助点 3E093 (調査地北 25m : T. P. +14. 180m) である。

一 一 -
0-2 

13.0m τ二Eヰ
2 

【地層】 0 層盛土は、 0-1 真砂土と 0-2 ア ス フ アル ト ・ コ ンク リ ー ト塊等
を含む盛土に分かれる。 1 層暗褐色中粒砂は旧表土と 考え られ、 層厚0. 25
m前後、 上面の標高は 13. 3m程度を測る。 2 層黄褐色掛田粒砂~中粒砂は
層厚0. 7-1. 0m、 下ほど粒径は小 さ く なる。 3 層黄灰褐色砂質シノレ ト は厚
厚 0. 5m前後まで確認した。

12.0m 「ーー一一ー-
3 

。ー1 盛土(真砂土)
。-2 盛土(アスフアルトー

ヨ ンタ リ ー トを含む)
1 暗褐色中粒砂2 賞褐色極細組砂ω中粧砂
3 貧反褐色砂質シル ト

【検出遺構 ・ 出土遺物】 な し。 第99園 断面図

( 3 ) ま と め : 調査地の北には 「大塚」 の石碑のある高ま り が接してお り 、
古墳等に関わる遺構の存在が期待されたが、 玉串川の河川埋士と考え られる地層を確認した に と どまっ
た。 調査地から西へは 2 m程度低く なっている こ と から、 当地は玉串，)1[の 自然堤防の西端である こ と が
わかった。

【参考文献1
・ 成海佳子2∞2 r羽 東弓削遺跡事事12次調査(町2∞1ー12) J W平成13年度(財)八尾市文化財調査研究会報告73� (財〉 八尾

市文化財調査研究会

30) 束弓削 遺跡(2009-453)の調査

( 1 ) 調査地: J\尾木 2 丁 目 182番(第41図参冊
( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 2. 5 X2. 5m、 面積

約 6. 25 rrl 2 ヶ 所 付凶当 ら 1 ・ 2 区 総面積約
12. 5 rrl) について、 1 区は現地表 (T. P. +l1m前
後) 下 1. 7m前後まで、 2 区は 2. 4m前後までを
調査した。 調査で使用 した標高は八尾市街区多
角点 3E029 (調査地南東 20m地点 ・T. P. +11. 471 
m)である。

【地層】 1 区・ 2 区 と も に地表面は削平され、
道路面から 0. 4m前後低い。 1 層茶褐色粗粒砂
は既存建物建築時の堆積物と考えられる。 2 層
暗茶褐色粗粒砂混粘土質シル ト は近世の遺物や
炭を少量含む。 3 層黄灰色組粒砂混砂質シル ト
はプロ ッ ク 層で、 近世の遺物包含層 ・ 遺構埋土
の可能性がある。 4層暗灰色磯混粘土質シル ト
は近世の遺構面で、 上面の標高は 10. 7m前後を
測る。 5 層青灰色締粒砂混砂質シル ト は包水量
である。 6 層青灰色極細粒秒は平安~鎌倉時代

99 

1 区北壁
1 1 . 0m 

10.0m 

@ 

2区東豊

。 ( 1 :100) 2m 
-ー』ーー

1 茶褐色組組砂
2 暗褐色組組砂混粘土質シル ト
3 貰灰褐色租粒砂混砂賀シル ト
4 晴灰色礎湿粘土質シルト5 育灰色細粧砂混砂賞シル ト
e 育灰色極細紘砂
17 膏原色極細粒砂m担粒砂

S Kl11 18 : •. 褐色シル トω極細粧砂
① 暴灰色極細粧砂混粘土質シル ト 19 灰色組組砂ー磁

S D121 27 育灰色粘土質シルト
<2l 赤褐色機 28 育灰色細艦砂混粘土貫主，ル ト
<3l 灰褐色担組砂恵砂貫主'Jレ ト 29 灰色細粒砂
曲 膏灰色磁混粗粧砂 10 褐色粘土質シル ト
骨 属灰鞍主質シル ト 11 灰色極細粧砂

第100圏 平 ・ 断面図 (5 = 1 /100) 
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1 1 20cm 
三 13
ぷ札 23

24 
/」下、 お

頃の遺構面 と 考え られ、 上面の標高は 1O""10. 65mを測 り 、 北側が高い。 7 "" 9層対応層は 1 区を 17"" 

19 層、 2 区を 27""29 層 と した。 1 区は 17 層青 灰色極細~粗粒砂、 18 層淡褐色シル ト ~極細粒砂、 19

層 灰色粗粒砂~礁で、 いずれも互層である。 2 区は 27 層青灰色粘土質シノレ ト 、 28 層青灰色細粒砂混粘

土質シノレ ト 、 29 層 灰色細粒砂で、 湿地性の 堆積状況を示す。 10 層褐色粘土質シル ト は古墳時代後期の遺

物包含層で、 1 区か ら 土器類が出土 してい る。 11 層 灰色極細粒砂は古墳時代後期の遺構面で、 上面の標

高は 8. 8""9. 5mで、 北西が高い。

【検出遺構】 S K1 1 1 : 4層上面で検出 した。 東西 0. 9m・南北 0.6m以上 ・ 深さ0. 35mの隅丸方形を

呈する。 埋土は①黒灰色極細粒砂混粘土質シル ト で、 江戸時代後期の土師器9 ・ 10、 離器 2 "" 8 ・ 漆器

1 ・ 軒丸瓦 1 1 な どが多量に出土 した。 S D 1 21 : 6 層上面で検出 した。 幅 0. 5m以上 ・ 深さ0. 5m、 ほぼ

東西流する。 埋土は②赤褐色礎、 ③灰褐色粗粒砂混砂質シル ト 、 ④青灰色磯混粗粒砂、 ⑤黒 灰色粘土質

シル ト で、 ③ ・ ④層から鎌倉時代の 瓦 器(1 2) ・ 瓦 のほか、 弥生時代後期~後期の土器片が少量出土 した。

【出土遺物】 1 は赤漆が塗布される漆器椀蓋であ る。 2 "" 8 は肥前系の磁器碗である。 2 は外面に花

唐草文を配する。 3 . 4 は外面に折松葉文を配 し、 見込みには蛇の目粕剥ぎが行われる。 5 は外面を手

描き の麻の葉文で埋め る。 6 "" 8 は外面に草木文等を配 し、 8 の高台裏には圏線内に 「大明年製」 の銘が

ある。 9は大型の器種で 10 と と も に桶 ・ 姻熔な ど と 考え られる。 1 1 は巴文軒丸 瓦 であ る。 いずれも 18

世紀後半(江戸時イ機期) の も の と 考え られる。 1 2 は見込みに粗い平行へラ ミ ガキが施される。 13 世紀(鎌

倉時代中期) の も のであろう。 1 3""25 は 1 区北部の 1 区 10 層 中から ま と ま っ て 出土 した。 いずれも遺存

状態は良い。 1 3 は 6 世紀後 半(古墳時代後期後 半) の須恵器杯蓋で、 小型杯には、 深めで小さな平底を持

つ 14 ・ 1 5、 浅い 半球形の 1 6、 外反する 口縁部の 1 7 が あ る。 小型壷 1 8 の 口縁部は内湾 し、 墾 1 9 の 口縁
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表 3 出土遺物一覧

番骨 出土地 器 祖 法量 (咽) 備 帯
1 S K 1 1 1  漆器 蓋 口 径 9. 4 - 表面に赤漆を塗布
2 S K l l l  磁器 碗 口 径 11. 0 - 高台際に 1 条 ・ 商台脇に 2 条の園線 ・ 花唐草文は 3 方
3 S K 1 1 1  磁器 碗 口 径 10. 6 - 画台際 ・ 向台脇に園線 ・ 折松葉文は 3 方 ・ 見込みに蛇 の 目 軸剥 ぎ
4 S K 1 1 1  磁器 碗 口 径 10. 9 - 高台際10 1 条 ・ 高台脇102条の圏線 ・ 折松葉文は3方 ・ 見込みに蛇の目軸剥ぎ
5 S K l l l  磁器 碗 口 径 11. 8 - 口 縁内面に 2 条の園線
6 S K 1 1 1  磁器 碗 両台径 4. 3 - 画台脇に 2 条の圏線
7 S K 1 1 1  磁器 碗 高台径 4. 0 - 高台脇に 2 条の圏線 ・ 高台裏面に銘?
8 S K l l l  磁器 碗 商台径 4. 2 - 高台脇に 2 条の圏線 ・ 商台裏面の圏疎内に 「大明年製」の銘
9 S K 1 1 1  土師器 抱熔 口 径 32. 4 - 火を受ける
10 S K 1 1 1  土師器 塙 ? 孔径 O. 7 - 火を受ける ・ ロ 縁上端に焼成前穿孔
1 1  S K l l l  軒丸瓦 瓦当 - 瓦当径は15園前後 ・ 珠文径1. 3咽で大き く 密 ・ 19個で一周

12 S 0 1 21 瓦器 椀 南台径 3. 6 - 見込みに粗い平行ヘフ ミ ガキ
13 1 区10屠 須恵器 杯蓋 口 径 15. 8 

14  1 区10周 土師器 杯 口 径 8. 9 - 小 さ い平底状を呈する ・ 内面は黒色

15 1 区10周 土師器 杯 口 径 11. 2 - 小 さい外反する ロ 縁部を有する ・ 内面は黒色
16 1 区10眉 土師器 杯 口 径 10. 3 - 半球形の器形を呈する
17 1 区10層 士師器 杯 口 径 11. 2 - 小 さい平底状を呈する ・ 内面は黒色
18 1 区10周 土師器 壷 口 径 8. 9 - 内傾する 口 縁部

19 1 区10層 土師器 費 口 径 12. 8 - 外反する ロ 縁部
20 1 区10層 士師器 高杯 口 径 12. 4 - 浅い半球形の杯部
21 1 区10層 土師器 高杯 口 径 17. 0 - 有陵高杯 ・ 杯底部 と の接合部か ら の欠損 ・ 体部に粗いへフ ミ ガキ

22 1 区10眉 土師器 高杯 基部径 3. 0 - 杯体部 と の接合部 か ら の欠損 ・ 見込みに放射状へラ ミ ガキ
23 1 区10屠 士師器 高杯
24 1 区10層 土師器 高杯 裾径 10. 0 - 裾端部にへ フ に よ る綾杉文状のキ ザ ミ 目

25 1 区10周 須恵器 高杯 裾径 1. 7 

部は外反する。 高杯には大小 2 種があ り 、 浅い半球形の 20 は小型、 杯底部 と 体部の境に稜を持つ 21 は
大型で、 体部には晴文状のへラ ミ ガキが数条ある。 杯底部 22 の内面には放射状暗文状のへラ ミ ガキが認
め られる。 脚部の 23�25 はいずれも粗雑なっ く り のも ので、 24 の裾端部にはヘラによる刻み 目 が施 さ
れる。 いずれも、 須恵器杯蓋 13 と 同時期の 6 世紀後半(古墳時代後期後半) の も の と考えられる。

( 3 ) ま と め ・ 今回の調査では、 北側の 1 区でf工戸時代 ・ 鎌倉時代 ・ 古墳時代後期の遺構 ・ 遺物を検出
した。 調査地の旧地形は南東下が り で、 古墳時代後期の比高差は O. 7m程度に及ぶ。 この高ま り でま と
ま って出土 した土器類 1 3�25 は未使用の可能性があ り 、 埋葬 ・ 祭記等の何らかの施設があった可能性が
ある。 鎌倉時代は埋没河川 |上に集落が構築されてお り 、 広範囲に同時期の集落域が確認されている。 そ
れ以前については、 地層の堆積伏況から、 調査地北西側は河川の本流に近く 、 南東側は沼沢地状であっ
た こ と が判った。 江戸時代以降は、 現怠まで続く 居住域に一致 している。
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31)東弓削遺跡(20 10-291)の調査

( 1 )調査地 : 八尾木東一丁目109 番 1 (第41 図参照)

(2 )調査概要 : 平面規模約 2 . OX 3 .  Om、 面積約 6. 0 rrí 1 ヶ

所について、 現地表 (T. P .  +10. 7m前後 )下 2 . 2m前後まで、を調

査 した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角 補助点 lOE

20 (調査地北西交差点 : T. P. + 10. 916m )である。

【地層】 現地表下 0. 4m 前後まで、は、 客土 ・ 盛土層 ( 0 層 )。

以下現地表下 2. 2m 前後までの 1. 8m聞において 9層の基本

層序を確認した。 1 層は旧作土層 (T. P. +10. 3m)である。 2 ・

3 層は作土層である。 4層は河川 堆積層 (T. P .  +9. 8m )である。

5 ・ 6 層は湿地性堆積層であ る。 7 層は古墳時代初頭~前期

の遺物包含層 (T. P .  +9 . 3m)であ る。 8 層 も古墳時代初頭~前

期の遺物包含層 (T. P .  +9 . Om )であ る。 遺構の埋土の可能性が

10. 0m 

西壁

三三主と二f3
戸二云E二手4

9. 0m 

0 客土 ・ 盛土層
1 暗灰色組粒砂~細磯混粘土質シル ト (1自作土層)
2 灰黄色粗粒砂~細磯混粘土質シル ト (作土層)
3 暗灰黄色組粒砂町細礁混粘土質シル ト (作土層)
4 浅黄色シル ト~細粒砂(河川堆積層)
5 褐灰色シル ト質粘土~粘土質シル ト (湿地性堆積層)
6 灰黄褐色粘土質シル ト (湿地性堆積層)
7 貴灰色組粒砂~細磯混粘土質シル ト (遺物包含眉)
B 暗灰色粗粒砂~細磯混粘土質シル ト (遺物包含眉)
9 灰色粘土質シル ト (湿地性堆積層)

第102図 断面図 ( S = 1 /1 00) 

考え られる。 9層は湿地性堆積層 σ. P. +8. 7m以下)であ る。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 検出遺構はな し。 出土遺物は、 7 ・ 8 層から古式土師器が出土、 14 点を図化

した。 1 '"" 6 は壷。 1 は二重 口縁壷で、 内外面に横位 ミ ガキを密に施した後、 内面には放射状の ミ ガキ

を加え る。 口径は 18. 2 c民 2 は複合 口縁壷で、 頚部外面にハケナデが見える ほか、 肩部内面にはケズ リ
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第103園 出 土遺物実測図
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が行われる。 3 � 6 は広 口 の直 口壷である。 外面調整は、 ハケナデ後ナデ( 3 ・ 5) と横位 ミ ガキ ( 4 ・ 6)
に区分される。 4 の内面には横位 ミ ガキ後放射状に ミ ガキが施される。 口径は、 3 が 16. 9 個、 4 が 22. 4
個、 5 が 20. 3 cm、 6 が 23. 8 岨である。 7 �10 は患 7 ・ 10 は庄内式謹で、 口縁端部をつまみ上げる ほ
か、 頚部内面はケズリ によ り 屈曲が鋭別である。 7 の 口径は 16. 8 c皿、 ほぽ完形の 1 0 は、 口径 13. 6 咽、
器高 15. 2 cmを測る。 8 は口縁端部が内厚 した布留式要(口径 15. 2 咽〕 と推測される。 9 は 口縁端部が内
厚気味で頚部内面の屈曲が鋭.fljな蜜(口径 15. 5 cm) で、 肩部内面にはハケナデが行われる。 1 1 はやや長
胴気味の体部を有する個体で、 外面には粗い タ タ キが施される。 底部外面には、 小 さ な平坦面が形成さ
れる。 色調は灰黄色を呈する。 搬入品の可能性が高し 九 1 2 は壷の底割払 13 ・ 14 は高杯。 全体の把握でき
た 14 は、 口径 12. 8 c血、 器高 9. 3 岨を測る椀形高杯で、 内外面と も に密に ミ ガキを施すほか、 口縁部内
面には搬す状に ミ ガキを加えている。 これらの土器は、 古墳時代初頭~前期 (庄内式湖新相~布留式湖古
相)の所産 と推測される。

( 3 ) ま と め ・ 今回瞳認 した 7 ・ 8層古墳時代初頭~前期遺物包含層は、 遺物の出土状況から勘案する
と 、 本調査区を包括する よ う な遺構の埋土であったこ と が推測される。 本調査地の西約 30mに位置する
HY88-4 次調査地では、 当該期 (庄内式湖古層) の古式士師器を含む溝が検出 された。 出土遺物は、 在地
産のほか、 播磨や加賀南部、 摂津、 阿波、 泉南、 吉備、 i由工な どの地域から持ち込まれたものが含まれ
てお り 、 地域間交流を行っていた集団の居住域が展開 していた と 考え られる。 今回の成果によ り 、 この
居住域が さ ら に東に広がる可能性が高 く なった。

【参考文献】

・ 原回目則1993 r 1 東弓削遺跡悌次調査 佃Y88-4) J n財7 八尾市文化財調査研究会報告37� (財)八尾市文化財調査研

究会

32) 東弓削 遺跡(2010-359)の調査

( 1 ) 調査地 . 八尾木四丁 目 10番の一部 (第41 図参冊
(2) 調査概要 : 平面規模約 2. 5 X 2. 5m、 面積約 6. 25 nf 2 ヶ所(北カ冶ら 1 ・ 2 区 総面積約 12. 5 m') 

について、 現地表 (T. P. +10. 6m) 下 2. 5m前後までを調査した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区三角
点 1070A(調査地北東部 :T. P. +10. 883m) である。 なお 1 ・ 2 区共に調査予定地 長から北へ移動 している。

【地層】 0層は客土 ・ 盛土層。 以下現地表下 2. 5m前後までの 2. 2m聞において 15 層の基本層序を確
認 した。 1 層 は 旧作士層 (T. P. +10. 2m前後) 0 2 層 (T. P. +9. 9�1O. 1 m) は撹枠 さ れた作士層、 3 層
σ P. +9. 5�9. 9m) はプロ ッ ク 状の作土層である。 4 層 (T. P. +9. 5�9. 8m) は 1 区でのみ見られた洪水砂
層。 2 区 5 層は 3 層に類似する作土層。 1 区 6 � 8 層 σ. P. +8. 9�9. 5m) は湿地位堆積層 と考え られる が
作土層の可能性もある。 2 区 9 �12 層 (T. P. +9. 1 �9. 8m)はブロ ッ ク状の作土層で、 12層上面では耕作
溝 (B1 層) が見 られる。 6 �12 層の時期は中世頃であろ う 。 1 区 13 層 (T. P. +8. 8m前後) は古墳時代初願
の遺物包含層。 14 層 (T. P. +8. 5�8. 8m) は 15 層の土壌化部分。 15 層は水成層である。

【検出遺構】 第 1 面 2 区 9 層上面σ. P. +9. 8m) 落ち込み 1 基( 8 021 1 ) 。 北東 南西方向の肩から
北西方向への落ち込みで、 深さ約70咽を測る。 埋土はブロ ッ ク状であるが、 下層には一部ラ ミ ナが見ら
れる。 層位的に時期は近世頃であろ う。

第 2 面ー14層上面(T. P. +8. 8m) ー 1 区で土坑 1 基(8 K121 ) 、 2 区で溝 1 条( 8 D221) 、 ヒー ツ ト 1 個(8
P21 1 ) o  8 K121 は北東部に位置 し、 弧状を成す掘方の一部を検出 した。 深さ約50岨で、 埋土はブロ ッ ク
状の 2層からなる。 古墳時代初頭頃の土器片が少量出士。 8 D221 は 2 区全域にわたる北西 南東方向の
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1 区第 2 面

凶
(設計10. 0竺 区東壁

10. 0m \--二二言�
4工E--

m 

13五万

2 区第 1 面

己主
D 盛土
1 暗オ リ ーフ灰色極細粒砂混粘土質シル ト (旧作土層)
2 緑灰色極細粒砂混粘土質シル ト (撹持作土層)
3 灰オ リ ーフ色細粒砂~粗粒砂フロ ッ ヲ 混粘土質シル ト (フロ ッ ヲ 状作土層)
4 灰色細粒砂~粗粒砂互層 (洪水砂層)
5 灰黄色極細粒砂~細粒砂混粘土質シル ト (撹枠作土周)
6 オ リ ーフ灰色シル ト質粘土
7 暗オ リ ーフ灰色細粒砂混粘土質シル ト
B 緑灰色シル ト質粘土
9 灰色細粒砂~粗粒砂多混粘土質シル ト Fe斑 (フロ ッ ヲ状作土周)
10 にぷい黄褐色細粒砂~粗粒砂混粘土質シル ト Fe斑 (フロ ッ ウ 状作土層)
11 にぷい貴褐色細粒砂~粗粒砂混粘土質シル ト Fe . Mn斑 (ブロ ッ ヲ 状作土周)
12  灰色シル ト ~粗粒砂フロ ッ ク 混シル ト質粘土 Fe斑 (ブロ ッ ヲ 状作土層)
13  オ リ ーフ黒色細粒砂町中粒砂混シル ト質粘土 (遺物包含層)
14 オ リ ーフ灰色シル ト~極細粒砂(土壇化眉)
15 緑灰色シル ト~極細粒砂(水成層)

5 021 1 
A1 目 褐灰色細粒砂~極粗粒砂混シル ト賀粘土 フロ ッ ク 状
A2 貴灰色極細粒砂~細粒砂 ブ ロ ッ ヲ 混粘土質シル ト
A3 灰色極細粒砂 ブ ロ ッ ヲ 混シル ト質粘土 一部ラ ミ ナ

耕作溝
81 にぷい黄色シル ト混細粒砂~粗粒砂 Fe斑 ブロ ッ ヲ 状

5 K121 
C1 目 暗オ リ ーフ灰色細粒砂混粘土質シル ト フロ ッ ク 状
C2 オ リ ーフ灰色粘土質シル ト ~ シル ト ブロ ッ ヲ 状

5 D221 
01 目 暗オ リ ーフ灰色シル ト賀粘土 フ ロ ッ ク 状
02 暗オ リ ーフ灰色粘土 水成層 ?
03 オ リ ーフ黒色粘土 水成層 ?
D4 目 暗オ リ ーフ灰色シル ト賀粘土~シル ト フロ ッ ク 状

5 P221 
オ リ ーフ黒色粘土

溝で、 肩は調査区外 と な る が 、 遺構面はT. P. +9. 2m 前後 と 思

われる。 底面には流向に沿っ た隆起が認め られる。 深さ約65

C皿、 幅 2 m以 上で 、 埋土は 4層か ら な る。 古墳時代初頭~前

期の土器が出土。 S P 221 は S D221底面で検出 した。 直径約

22cm ・ 深さ約lOcmを測る。

【出土遺物】 1 区 4層 1 は須恵器広口 短頚査で 、 古墳時代

後期に 比定される。 1 区13層- 2 は土師器高杯で 、 調整はへ

ラ ミ ガキ。 3 は吉備系の土師器墾であ る。 共に古墳時代初頭

(庄内式期 )に 比定される。 2 区S D221 - 4は布留式費で、 古

墳時代前期前半(布留式古相 )に比定される。

(3)まとめ 1 区で古墳時代初頭、 2 区で古墳時代初頭

~ 前期の遺構を検出 した。 遺構面は 南の 2 区が高 く なっ てい

る が 、 調査地北側で実施 した中 田遺跡第3 次調査では 1 区よ

り さら に 低い約 T.P.+8. 6mであ り 、 南に向かっ て高 く な っ て

ゆ く 状況が確認された。

日

2 区第 2 面

悶1
5 D221 

第 1 04図 平 ・ 断面図(5 = 1 /1 00)

m， 
i手て牛ごごず3
\ ベ雪� 'l û/=74

O ( 1  : 4) Oc澗

第 1 05図 出 土遺物実測図

【参考文献】
・坪田真一1992 [" II 中田遺跡(第 3 ・ 4 次調劃J �平成4年度 八尾市埋蔵文化財発掘調査報告( II ) (財)八尾市文化財調

査研究会報告35� (財)八尾市文化財調査研究会
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33) 水越遺跡 α010-107)の調査

( 1 ) 調査地 . 大窪943番 5 (第:42図参照)
( 2 ) 調査概要 : 平面規旗約 2. 0 X 3. 0m ( 1 区) 、 2. 0m X 1. 5m ( 2 区) 、 総面積約 9 . 0 rrfの 2 ヶ所につ

いて、 現地表σ. P. +16. 9m前後) 下 1 区で2. 3m前後、 2 区で 2. 1m前後までを調査対象と した。 調査で
使用 した標高は、 八尾市街区多角補助点 3 C 106 (調査地 交差点、 : T. P. +17. 006m) である。

【地層】 1 区 現地表下 O. 7m前後までは、 客土 ・ 盛土層 ( 0 層) である。 以下表土下 1. 3mまでに 9 層
の基本層序を確認した。 1 層はグライ化が認め られる作土層。 2 - 4 層は水平堆積した瑚噴シル ト を主
体 と する 10 回程度の地層。 3層上面を構築面 と する溝を断面で確認。 5層は極粗粒砂を含む砂質シル ト。
6 層 は酸化鉄斑が認め られる シル ト。 7 層は黒色で細磯を含む砂質シル トで、 2 区で検出 した弥生時代
中期後半の土器を含む 5層に対応する。 8 ・ 9層は極粗粒秒~車問擦を含む水成層である。

2 区 現地表下O. 7m前後までは、 客土 ・ 盛土層 ( 0 層) である。 以下表土下 1. 3mまでにおいて 7 層
の基本層序を確認した。 1 層は 1 区の 2 層に対応。 2 層 は 1 区の 5層に対応す る も ので、 上面を構築面
と する溝を確認した。 3 ・ 4層は極細粒砂~中粒砂が優勢な水成層。 5 層は 1 区の 7 層に対応 し、 弥生
時代中期後半の土器を極少量含む。 6 ・ 7 層は粘性が強い粘土層で、 無遺物層である。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 1 区で 3 層上面、 2 区で 2 層上面を切る溝を断面で検出 した。 いずれも近世
~近代の水田に関連 したもの と推定される。 遺物包含層は 1 区の 5 層および 2 区の 7層である。 2 区 7
層から弥生時代中期後半の土器(劃 細片が出土 してし 、るが出土量は極少量である。

( 3 ) ま と め : 1 区( 7 層) および2
区 ( 5 層) で弥生時代中期後半の遺物
を包含する地層の存在を確認した。
ただ、 2 区では包含層である 5 層上
面に極細粒砂を主体 と す る 水成層
( 3 ・ 4層) の存在が認め られるため、
溝キ裕状地形に関連した環境下で形
成された堆積層である可能性がある。
なお、 弥生時代中期後半の遺構は、
調査地の北西約 100mで行われた第
1 次調査で検出 されお り 、 調査地点、
と も有機的な関係が想定される。

【参考文献1

2 区西量一
。

空Z1
2区
0層 客土
t 層 司 区2層と同じ
2. : 1 区511と同じ
S周 民黄色極細紘砂m申粒砂
4層 漉黄色極細粒砂
5層 1 区7層と同じ〈弥生中期@遺帽を極少量含む)
8周 灰色粘土
7周 膏灰色粘土
8周 灰白色シル ト
8層 明緑灰色細粒砂塵砂質シル ト

t 区西量

。

iE三手責EミEe
1 区
0層 客土
t 眉 育灰色砂寅シル ト (作土) グライ化
2周 明オリ ブ灰色砂質シル ト ( F ・ }
3 11  民白色砂賀シル ト
4眉 縄灰色砂寅シル ト
E層 縄灰色橿担粒砂湿砂質シルト
困層 灰白色シル ト ( F e )
711 : .色相磯混砂寅シルト
8周 反色極粗駐砂混銅粒砂
包層 灰白色細111混細駐砂
10眉 原健褐色砂質シル ト {溝坦土J

第106図 断面図 (S = 1 /100) 

・ 西村公助1983 f'第 2 章 水越遺跡発掘調査概要報告J W八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 昭和56 ・ 57'年度 (財〉 八尾市文

化財調査車傾治報告 3�
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34) 美園遺跡 α010-179)の調査

( 1 ) 調査地 . 美園町四丁 目 109- 3 (第:43図参照)
( 2 ) 調査概要 : 平面規旗約 3. 0X3. 0m、 面積約 9. 0 rrl 4 ヶ所(総面積約 36. 0 ní) について、 現地表

σ. P. +7. 2-7. 4m前後) 下 2. 5m前後までを調査した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角補助点 3

B262 (調査地南 : T. P. +6. 969m) である。
【地層】 現地表下 1. 1m前後までは、 客土 ・ 盛土層 ( 0 層) 。 以下現地表下 2. 5m前後までの 1. 4m聞に

おいて 9 層の基本層序を確認 した。 1 層は旧作土層 σ P. +6. 3m) である。 2層はグライ化の顕著な近世
~近代の作士層である。 3層は砂磯優勢の作士層である。 4 層は 1 区確認の河川 唯積層で、 3 層作土層
の母材に相当する。 5 層 は 1 ・ 2 区で確認した作土層である。 6 層は中世の遺物包含層 (T. P. +5. 5-5. 7 
m)である。 7 層 は 3 ・ 4 区に認め られる土壊制面 (T. P. +5. 5-5. 7m) である。 8 層 は概ね南東から北西
に流れる削 1 1堆積層 (T. P. +5. 3-5. 5m) である。 9 層は 1 ・ 2 区確認の土壌似冒で、 古代の作土層の可能
性が考え られる。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 2 - 4 区において、 土坑を 4 基 ( S K 1 - 4) 検出 した。 いずれも部分的に検
出 した も ので、 掘形形伏や規模は不明な点が多い。 検出面は、 7 層上面(S K 2 ・ 3 ) と 8 層上面 ( S K 1 ・
4) である。

S K  1 は、 概ね円形の掘形 (径約 1. Om) であった と 推測 される。 深さは約 30 畑。 埋士はプロ ッ ク 士の
単層で、 国欄片が少量出土した。 図化できた遺物はなし。

S K 2 は、 概ね径約 2. 0mの円形掘形であったと思われる。 深さは約 30 cmを測 り 、 埋土は淘汰不良の
2層から成る。 士師器や国号の細片が少量出土した。 図化できたのは 1 点 ( 1 ) である。 1 は瓦樹鬼 高

1 区南霊 2区北壁 3区北壁
7.0m 

。 。 。

6.0m 」トt

5.0m 

lにピこ二三3三こと�4宇三三三主正云玉三�一一一一一一一寸一 E三三主三三-3----=--三主主言 e
量子守二二号 SK27や竺空竺竺j

⑧I �  ⑧ ⑧ 

。 ( 1 :10叫 2m
�ー』ーー

2区SK 1平面図 s区SK2早苗圃

。 客土 盛土周
1 暗灰色租粒砂ω細欄湿粘土質シル ト (旧作土層12 暗オリーフ灰色ωオリーブ灰色

組艦砂ー細磁混粘主質シル トー・粧砂(作主周)s 灰色組組砂混粘土質シルト勾極細粧砂〈作土周)4 にぷい黄禍色シルトω橿細艦・(河川雄布周}
5 禍灰色粘土質シル トωシルト (作土層}
6 黒褐色ー.灰色

シル ト貨粘主質"粘主質シル ト (中世遺物包含周)

7 に品咽色 ⑤ 
粗艦砂m細様混車白土質三" レ トω告訴'" ト (土鳩化屠)

8 灰白色粘土質シルトω組組砂{荷川雄積層}
ー 晴灰色粘土質シルト t主織化周)SK  1 灰色粘土質シル トm綱雄砂フロックSK2  由 民褐色担粧をt-鍋穣混粘土質シル トωシルト

i2) 禍灰色組組砂ω.様墨粘土質シ'" トωシルトSK3  原質褐色組組砂町細噂狸粘土質シルトーシルトSK4 [) 晴尿貧色租粧砂m細礎混シル ト質粘主
12> ・褐色担私書t-鏑棟混シル ト賀粘土

第107図 平 ・ 断面図 (8 = 1 /1∞) 
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.li:畢椀13

-瓦暑傭14

4区SK3肉瓦剥描出土位置園

SK4 

.区SK4平面図



台が逆台形を呈する個体で、 見込みには平行状暗文が施される。 12"'13 世紀代の所産 と 推測される。

S K 3は 4区で検出 した。 平 ・ 断面において掘形を確認 していない。 深さは lOcm前後で、 埋土はブロ

ッ ク 土の単層である。 遺物は土師器や瓦 器が出土 した。 完形の 瓦 器椀な どが出土 したこと か ら、 4区を

凌駕する遺構 と 認定した。 図化でき た遺物は 10 点 (2 "'1 1 ) であ る。 2 "' 4 は土師器皿。 いずれも指頭成

形後、 口縁部付近を横ナデで仕上げている。 口径は、 2 が 13. 7 cm、 3が 14. 2 cm、 4 が 15. 4 cmで、ある。

5 は 瓦 器椀。 内外面の ミ ガキが ほ と ん ど認め られない個体で、 口径は 9. 5 cmを測る。 6 . 7 は土師器羽

釜。 口縁部は外反 し、 端部を若干肥厚させる個体である。 口径は 6 が 19. 0 cm、 7 が 20. 4 cmであ る。 8

'" 1 1 は瓦器椀。 高 台部断面 形状が 台形の個体(8 ・ 9) と 三角 形の個体 (1 0 ・ 1 1 ) に分類でき る。 調整は、

内、 外面 と も に ミ ガキを施すが、 粗雑であ る。 8 ・ 9の見込みに は斜格子暗文が施される。 口径は、 8

が 14. 9 cm、 9が 16. 1 cm、 1 0 が 15. 3 cm、 1 1 が 16. 5 cmである。 12 世紀前半~中頃の所産である。

S K 4 は、 S K 2 同様径約 2 .0mの円 形掘形が想定される。 深さは、 最深部で約 55 cmを測る。 埋土は

粘性の強い泥状を呈 した 2層から成 り 、 土師器や瓦 器の 細片が少量出土 した。 4点 (1 2"'1 5) を 図化 した。

1 2 は土師器の高台部であ る 。 高 台部はハの字状に聞き 、 丸 く 終息する。 調整は指ナデであ る 。 1 3"'15

は 瓦 岩摘。 3は 口径 15. 4 cm、 4 は 口径 18.0 cmを測る。 口縁部のナデが明瞭に行われる ほか、 内、 外面

と も に密 に ミ ガキが施される。 5 は 「ハ」 の字状に開 く 高台部を有する個体で、 見込みに は斜格子状暗文

ぶ
\，= d �グ 1

一
ん一
A

Z込三三j

、tJ〈6

ミ11iす ブ1 7

、三竺メ1
o ( 1  : 4) Ocm 

: S K 2  

2 - 1 1 : S K 3  

1 2 - 1 5 : S K 4  

1 6-20 : 1 区 9 層肉

わン
勿シジ

\\� � �20 

第108園 出 土遺物実測 園
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を加える。 いずれも 11 世後半の所産 と推測 される。
1 区 9 層出土遺物 1 6-19 は土師器拡 指頭成形後、 口縁端部付近に横ナデを施す個体である。 口径

は、 16 が 12. 6 個、 17 が 14. 6 個、 18 が 12. 6 四、 1 9 が 13. 9 咽である。 こ の内 16 の底部内面には煤の痕
跡を確認した。 燈明皿と して使用 された可能性が高い。 20 は瓦岩槻。 見込みには平行状暗文を施す。

( 3 ) ま と め : 今回の調査では、 中世頃の土坑を 4 基検出した。 この内S K 2 ・ 4 は、 径約 2. 0mの円
形掘形に復元でき る こ と か ら 、 井戸であった可能性も考えられる。 合わせて、 S K 3 出土の完形瓦岩槻
の存在な どを勘案する と 、 今回の調査地一帯が、 当該期の居住域であった可能性が高い。 本調査地の南
約 150mで行われたM S 2009ー7 調査でも、 中世の居住域に伴 う 遺構群を検出 してお り 、 その関連性が注
目 される。
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35) 宮町遺跡(20 10-87)の調査

( 1 )調査地 : 宮町 2

丁目38- 2 (第43 図参

照)

( 2 )調査概要 : 平面

規模約 2. 0 X 3. 0m、 面

積約 6. 0 nf 1 ヶ所につ

いて、 現地表 (T. P. +7. 5 

m )下 2. 0 m 前後 ま で

を調査 した。 調査で使

用 した標高は、 八尾市

街 区多角 点 10B49 (調

@ 

-

7. 0m 

6. 0m 

ト一一一一一一 一一一一一

'ーミ長二三

第109図

査地北東部 : T. P.  +7. 835m)である。

。 盛土
1 目 暗灰黄色極細粒砂町極粗粒砂混シル ト 炭
2 貴灰色極細粒砂~粗粒砂混シル ト 撹持作土層
3 灰黄褐色極細粒砂~粗粒砂混シル ト 撹梓作土層 Fe斑
4 目 貴灰色細粒砂肩組粒砂多混シル ト 撹搾作土層 Fe斑
5 にぷい褐色シル ト質粘土混細粒砂~粗粒砂 Fe斑多 撹搾土壌化層
6 灰黄色細粒砂~組粒砂

S K 1  
A 褐灰色細粒砂~組粒砂混シル ト質粘土 ブロ ッ ウ 状

o ( 1  : 1 00) 2 m  

平 ・ 断面図 ( 8 = 1 /1 00) 

【地層】 0 層は盛土層。 以下現地表下 2. 0m 前後まで、の 1. 8m聞において 6 層の基本層序を確認した。

1 層 (T. P. +7. 0�7. 3m )は 近代の整地層であ ろう。 2 � 4層 (T. P. +6. 3�7. 0m )は撹枠され締 り の悪い作

土層で、 時期は 近世である。 3 ・ 4層か ら は 18 世紀頃の土師器 ・ 陶磁器 ・ 瓦 片が多 く 出土 した。 5 層

(T. P. +6. 2�6. 3m )は撹持され、 6 層の土壌化部分 と捉え られる。 上面が遺構面であ る。 12 世紀代に 比

定される 瓦 器椀 ・ 土師器が出土 した。 6 層 (T. P. +6. 2m以下)の砂層は河川 堆積層である。

【検出遺構】 5 層上面 (T. P.  +6. 3m)で土坑 1 基( S K 1 )を検出 した。 規模は東西約55cm ・ 南北約75cm ・

深さ約25cmを測る。 埋土はブロ ッ ク状の単一層で、 13 世紀前半の 瓦 若槻小片が出土 した。

【出土遺物】 3 ・ 4層 1 は肥前系磁器碗で、 外面の 文様は梅樹文と 思われる。 2 は復元 口径23. 6cmを

測 る小形の陶器摺鉢で、 摺目は 9本/2. 2cmである。 堺摺鉢であ ろう。

5 層 - 3は 瓦岩槻で、 ほぽ完形に復元でき た。 ヘラ ミ ガキは内外面共に密で、 見込みの暗文は斜格子

状であ る。 12 世紀前半

に 比定される。

(3)まとめ : 調査で

は平安時代末の謝薄 ・

遺物を検出 した。 同時

期の遺構は南西部の佐

堂遺朗報でも 確認され

てお り 、 同一の集落域

と 考え られる。 近世の

作土中 に は多 く の 18

世紀頃の遺物が含まれ

てお り 、 居住域に 近い

も の と 考え られる。

【参考文献】

�.? • 

O ( 1  : 4) 1 0cm 

第1 1 0図 出 土遺物実測園

・ 原田昌則2000 rw 佐堂遺跡第 1 次調査J H財)八尾市文化財調査研究会報告66J1 (財)八尾市文化財調査研究会
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36) 八尾寺内町(201 0-145)の調査

( 1 ) 調査地 : 本町 5

丁 目 29番の一部及び30

番の一部 (第43図参照)

( 2 ) 調査概要 : 平面

規模約 2. 5 X 2. 5m、 面

積約 6. 25 rrí 2 ヶ 所 (総

面積約 12. 5 rrí) につい

て 、 現地表 (T. P. +8. 0 

"'"'8. 2m前後) 下 2. 0m

前後までを調査 した。

調査で使用 した標高は、

八尾市街区多角補助点

3 C 300 (調査地南西部

8. 0m 

③ 

1 区北壁

3 3-31 

� _ _4三イ

1 区

o ( 1  : 100) 2 m  

2 区東壁

「一一耳一一寸 5

0 客土 ・ 盛土周

1 にぶい黄褐色粗粒砂ー細礁混粘土質 シル ト ~ シル ト (近世の盤地層)

2 にぷい黄櫨色町オ リ ー フ灰色粘土質シル ト ~ シル ト (中~近世の作土周)
3 灰黄褐色~黄褐色粘土質シル ト~シル ト (河川堆積層)

4 : 灰色粘土質シル ト (湿地性堆積層)

5 灰色シル ト (河川堆積層)

① 黒褐色粗粒砂~細磁混粘土質シル ト~シル ト フ ロ ッ ク
② 暗灰色粘土質シル ト ブ ロ ッ タ

③ 暗緑灰色粘土質シル ト ~ シル ト ブ ロ ッ ヲ

5 D 1  褐灰色粗粒砂~細硯混粘土質シル ト~シル ト フ ロ ッ ヲ

第111図 平 ・ 断面図(S = 1 /100) 

付近 : T. P. +8. 180m) である。

【地層】 現地表下 0. 1"'"'0. 2m前後ま では、 客土 ・ 盛土層 ( 0 層) 。 以下現地表下 2. 0m前後まで、の 1. 8

"'"'1. 9m聞 において 5 層の基本層序を確認 した。 1 層は近世の八尾寺内町形成に伴 う 整地層 (T. P. +7. 6 

"'"'7. 9m) である。 2 層は瓦若齢田片の混在する作土層である。 3 "'"' 5 層は水成層で、 こ の内 3 ・ 5 層が河

川堆積層、 4 層が湿地性堆積層に相 当する。 3 層は、 中世の遺骨帯築基盤冒に比定される。

【検出遺構】 1 区 2 層上面において、 溝を 1 条 ( 5 D 1 ) 検出 した。 5 D 1 はほぼ南北に直線的に伸び

る も ので、 東肩を確認する こ と がで き た。 長 さ は 2. 5m以上、 幅は 1. 2m以上、 深さ は 0. 8mで、ある。 埋

土か ら は、 近世陶磁器や巴文軒丸瓦な どが出土 した。 図化できたのは 1 点 ( 1 ) であ る。 1 は染付椀。 口

径は 10. 0 cm、 器高は 5. 6 cmを測 る。 所謂 く ら わんか茶碗に分類される も ので、 18 世紀後半に帰属する。

【出土遺物】 1 層出土遺物 2 は染付蓋。 口径は 10. 0 cmであ る。 3 ・ 4 は染付椀。 いずれも 口径は

10. 0 cm、 高 さ は 5. 0"'"'5. 5 cmを測る。 18 世紀後半の所産である。 5 . 6 はガラス製の小井!f.， 5 は、 口径

2. 3 cm、 高 さ 5. 5 cmの無色透明な個体で、 体部には 『免許 -0ヤ食料紅』 と 印刻 さ れている。 6 は、

口径 1. 9 cm、 高 さ 6. 3 cmの茶色を帯びた個体である。

工事立会時出土遺物 7 は、 瀬戸 ・ 美濃系陶器の し瓶である。 胴部が球状を呈 し、 肩部に筒状の短い

注 口 を付 した個体で、 胴部天井には把手の痕跡が見える。 調整は主に回転ナデが施 される ほか、 底面は

回転へラケズ リ を行い、 低い高台を削 り 出 している。 江浦洋氏の分類によれば、 本例はC - l 類に含ま

れる。 帰属年代は 18 世紀代 と 推測 さ れる。

ζ2�;:::' 2 

S D 1  
1 層 2 - 6

工事立会時出土 7 

叫ヨィ マさイ

\」 目5 W6 
o ( 1 : 2) 4 cm 

第112図 出土遺物実測図
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( 3 ) ま と め : 今回の調査地は、 八尾寺内町の北端に位置する北口 門の東方付近にあたる。 したがって、
寺内町の北を画する堀や土居に注視 しなが ら調査を進めたが、 そのよ う な遺構は確認できなかった。 た
だ し、 寺内町の形成に伴 う こ と が推測 される 1 層 を確認 した こ と から、 本調査地が堀や土居の南側、 寺
内町の内に位置 したこ と 可能性が高く なった。 当該期の もの と推測される S D 1 は、 南北に直線的に伸
びる な どの規格性を有 してお り 、寺内町の町割 り を考える上で貴重な成呆と思われる。 中世については、
基盤層 と推測される 3 層水成層上面を調査 したが、 遺構の検出は皆無であった。 これ以降、 八尾寺内町
が形成されるまでは、 作土層である 2 層 を確認 している こ と から、 当地が生産域 と して利用 されていた
こ と が明 らかになった。

【参考文献】

・ 江浦 洋 2010. 3 f.近世洩舟-1'考棺動 『大阪文化財研究第 36 号J (財) 大阪府文化財セ ンター
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37) 弓削遺跡(2009-433)の調査

( 1 ) 調査地 : 弓削町南 3 -21 - 2 (第46参照)

( 2 ) 調査概要 : 平面規模約 2. 5 X 2. 5m、 2 箇所(西か ら 1 ・ 2 区) 、 面積約 12. 5 rríについて、 現地表

(T. P. +13. 5�13. 8m) 下 3. 0�3. 4mを調査 した。 調査で使用 した標高は、 八尾市街区多角点 20A27 (調査

地北東部 : T. P. +14. 377m) である。

【地層】 0 層 は客土 ・ 盛土。 以下現地表下 3. 0�3. 4mまで、の 2. 0�2. 8m聞において 8 層の基本層序を

確認 した。 1 層 σ. P. + 12. 6� 12. 9m) は旧耕土。 2 � 5 層 (T. P. +10. 9�12. 7m) は水成層で、 粘土~極

細粒砂か ら なる流水堆積であ る。 湧水が著 しかっ た。 6 層 (T. P. +10. 6�11. 2m) は暗色を呈する遺物包含

層である。 層厚 30�40 cmを測 り 、 東の 2 区が約 30 cm高い。 7 層 (T. P. +10. 4�10. 6m) は 1 区で見 られた

遺物包含層で、 炭を含む汚れた層相で、 遺構埋土の可能性も あ る。 8 層 (T. P. +10. 4�10. 8m以下) が 6 ・

7 層に対応する遺構面 と 捉え られる土壌似冒である。

【検出遺構 ・ 出土遺物】 湧水 ・ 壁面崩落が著 し く 、 平面精査は実施 してお らず、 遺構は検出で、き なかっ

た。 6 . 7 層 か ら は弥生時代中期~後期、 古墳時代初頭の土器の他、 サヌ カイ ト 剥片が出土 した。 1 区

では掘削の際、 6 ・ 7 層 を峻別 していないため明確ではないが、 出土遺物か らみて 6 層が弥生時代後期

0-1 ・ 現盛土
0-2 盛土
1 黄灰色細粒砂混粘土 旧作土層
2 目 オ リ ーフ灰色シル ト~極細粒砂
3 にぶい黄色極細粒砂~極粗粒砂
4 緑灰色シル ト~極細粒砂
5 田 暗緑灰色粘土~シル ト質粘土
B オ リ ー ブ黒色極細粒砂~細粒砂混粘土 炭
7 暗オ リ ー フ灰色粘土 炭
B 田 暗オ リ ー フ灰色粘土
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~古墳時代初頭、 ま た 1 区で弥生時代中期の土器が比較的多く 含まれている こ と から、 7 層が弥生時代
中期の包含層である可能性がある。 1 区 6 ・ 7 層出土の 1 � 4 、 2 区 6 層出土の 5 � 9 を図化した。

1 は水平日縁の高杯で、 口 縁部上面にへラ ミ ガキを施す。 2 は蜜底部、 3 は壷の底部か。 4 は大形の
鉢で、 外面に波状文 ・ 凹線文を巡らせる。 5 は広 口 査で、 口縁部外面に櫛描簾状文、 内面には二段の円
形浮文を巡らせる。 6 ・ 7 は費底部で、 7 は東海系の台付き費である。 8 は長頚査。 9 は庄内式費であ
る。 これらは 1 ・ 4 ・ 5 が弥生時代中期後半、 2 ・ 6 ・ 8 が弥生時代後期、 3 ・ 7 ・ 9 が古墳時代初頭
に比定されよ う 。

( 3 ) ま と め : 調査では両調査区で弥生時代中期~後期、 古墳時伶初頭の遺物包含層を確認した。 1 区
では 6 ・ 7層の 2層が見 られたが、 数枚の生活面が存在する可能性が高い。 調査地は弓削遺跡西部に当
たるが、 西の岡井中遺跡哉と の関連も考えられよ う 。

【参考文献1

・ 森本めぐみ2∞trxm 弓削遺跡第 2 次調劃 � (財〉 八尾市文化財調査湾関会報告67.11 (財)八尾市文化財調査滞開会
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1 - 3 - 2 ) 跡部遺跡 (2009-431 ) の調査 ( 2 区 8層上面全景 西か ら)



I - 3 - 2 ) 跡部遺跡 (2009-431) の調査 (出土遺物)
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I - 3 - 2 ) 跡部遺跡 (2009-431) の調査 ( 7 区南壁 : 北から)

5 

I - 3 - 2 ) 跡部遺跡 (2009-431 ) の調査 (出土遺物)



1 - 4 
1 - 3 - 3 ) 植松遺跡 (2009-461) の調査 (出 土遺物)
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1 - 3 - 3 ) 植松遺跡 (2009-461 ) の調査 (出土遺物)
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1 - 3 - 3 ) 植松遺跡 (2009-461) の調査 (出 土遺物)

7 

1 - 3 - 3 ) 植松遺跡 (2009-461 ) の調査 (出土遺物)
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1 - 3 - 5 ) 小阪合遺跡 (2009-41 9) の調査 ( 1 区 8 層上面 白 北か ら 1 - 3 - 5 ) 小阪合遺跡 (2009-419) の調査 (5 0 1 遺物出土状況 : 北から)
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1 - 3 - 5 ) 小阪合遺跡 (2009-41 9) の調査 (出 土遺物 1 - 3 - 5 ) 小阪合遺跡 (2009-419) の調査 (出 土遺物)
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4 
1 - 3 - 5 ) 小阪合遺跡 (2009-419) の調査 (出 土遺物)

ーーーー，ーー

f ー よみ撞4也、�-
1 - 3 - 6 ) 成法寺遺跡 (2009-41 5) の調査 ( 2 区東壁 : 西か ら )

図
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1 - 3 - 5 ) 小阪合遺跡 (2009-419) の調査 (出 土遺物)
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9 

1 - 3 - 5 ) 小阪合遺跡 (2009-419) の調査 (出 土遺物)

1 - 3 - 6 ) 成法寺遺跡 (2009-41 5) の調査 ( 1 区西壁 東か ら)



1 - 3 - 7 ) 中 田 遺跡 (2009-449) の調査 (全景 南西か ら )

1 - 3 - 7 ) 中 田遺跡 (2009-449) の調査 (出 土遺物)

図
版
6

1 - 3 - 8 ) 東弓 削遺跡 (2009-490) の調査 (出 土遺物)



1 - 3 - 9 ) 八尾寺内 町 (2009-457) の調査 ( 1 区第 2 面全景 南西から)
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1 - 3 - 9 ) 八尾寺内町 (2009-457) の調査 (出 土遺物)
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1 - 3 - 9 ) 八尾寺内町 (2009-457) の調査 ( 2 区北壁 南か ら)


